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昭
和
３８
年
に
廃
線
と
な
っ
た
森
林
鉄

道
。
誕
生
は
今
か
ら
100
年
前
の
こ
と
で
し

た
。
安
田̶

馬
路
間
が
開
通
し
、
以
来
、

２
本
の
本
線
と
数
々
の
支
線
や
山
内
線
が

中
芸
地
区
を
走
り
、
木
材
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
交
通
機
関
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

今
年
は
100
周
年
の
節
目
の
年
。
森
林
鉄

道
を
中
芸
地
区
の
宝
と
し
て
見
直
し
、
林

業
で
賑
わ
っ
た
懐
か
し
い
思
い
出
と
と
も

に
、
未
来
に
向
け
た
新
し
い
出
発
に
取
り

組
み
た
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
魚
梁
瀬
森

林
鉄
道
開
通
100
周
年
を
記
念
し
て
、
様
々

な
事
業
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。

　

事
業
を
開
始
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

１０
月
１０
日（
月
）に「
田
野
町
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
」で「
魚
梁
瀬
森
林
鉄
道
開
通
100
周

年
記
念
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
」を
行
い

ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
内
容
と
し
て
、
屋
外
で
は
、

当
時
実
際
に
森
林
鉄
道
を
走
っ
て
い
た
機

関
車
を
会
場
で
走
ら
せ
、
多
く
の
来
場
者

が
機
関
車
に
乗
車
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、中
芸
５
カ
町
村
が
事
業
の
た
め
、

当
時
の
お
弁
当
を
イ
メ
ー
ジ
し
た「
林
鉄

弁
当
」を
作
り
、
そ
れ
ぞ
れ
限
定
５０
個
ず

つ
販
売
し
ま
し
た
。
そ
し
て
お
昼
過
ぎ
に

は
、
全
林
鉄
弁
当
が
完
売
す
る
ほ
ど
好
評

で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
林
鉄
弁
当
は
販
売

し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

田
野
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
で
は
、

魚
梁
瀬
森
林
鉄
道
に
関
連
し
た
写
真
や
絵

画
・
パ
ネ
ル
の
展
示
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上
映
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
中
芸
５
カ
町

村
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
行
い
、
奈
半
利

町
で
は
、多
気
・
坂
本
神
社
の「
浦
安
の
舞
」

を
披
露
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
軌
道
跡
散
策
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

や
魚
梁
瀬
森
林
鉄
道
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
、

隧
道
カ
フ
ェ
な
ど
７
つ
の
事
業
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　

魚
梁
瀬
森
林
鉄
道
が
中
芸
地
区
の
宝

と
な
り
、
県
内
外
の
人
た
ち
に
知
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

魚
梁
瀬
森
林
鉄
道
開

魚
梁
瀬
森
林
鉄
道
開
通
10100
周
年
記
念
事
業

周
年
記
念
事
業

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

魚
梁
瀬
森
林
鉄
道
開
通
100
周
年
記
念
事
業

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト



“まごころベンチ”“まごころベンチ”

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
起
こ
っ
た「
東
日
本
大
震
災
」の

影
響
で
、現
在
も
仮
設
住
宅
で
生
活
を
送
っ
て
い
る
方
が
多

く
い
ま
す
。仮
設
住
宅
で
生
活
さ
れ
て
い
る
方
の
話
で
は
、

「
こ
ち
ら
か
ら
声
を
か
け
な
い
限
り
、隣
同
士
で
も
な
か
な

か
顔
見
知
り
に
な
る
機
会
が
な
い
」と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま

す
。今
、仮
設
住
宅
で
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
周
囲
の
皆
さ

ん
と
茶
飲
み
話
が
で
き
て
、ち
ょ
っ
と
休
む
こ
と
が
で
き
る

〝
縁
側
〞の
よ
う
な
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

　

そ
こ
で
ま
ご
こ
ろ
ネ
ッ
ト
で
は
、仮
設
住
宅
の
敷
地
内
に

住
民
同
士
の
安
ら
ぎ
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
ペ
ー
ス

と
し
て〝
ま
ご
こ
ろ
ベ
ン
チ
〞を
設
置
す
る
取
り
組
み
を
始
め

ま
し
た
。

みんなで作ろう！みんなで作ろう！みんなで作ろう！“まごころベンチ”

　

当
町
で
は
、な
は
り

浦
の
会
の
森
美
恵
さ

ん
が〝
ま
ご
こ
ろ
ベ
ン

チ
〞の
こ
と
を
知
り
、奈

半
利
中
学
校
生
徒
へ
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
て
も
ら

う
よ
う
依
頼
し
、生
徒
会
の

子
ど
も
た
ち
が
中
心
と
な

り
、こ
の〝
ま
ご
こ
ろ
ベ
ン
チ
〞の

材
木
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

放
課
後
学
校
に
残
り
、ベ
ン
チ
に
一
つ
一

つ
被
災
者
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
き
、50
セ
ッ
ト
の
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
入
り
の
材
木
を
被
災
地
へ
送
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。被

災
地
で
は
、送
ら
れ
て
き
た〝
ま
ご
こ
ろ
ベ
ン
チ
〞の
材
木
を
組
み

立
て
、活
用
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
「
高
知
県
で
も
南
海
大
地
震
が
い
つ
起
こ
る
の
か
、と
言
わ
れ

て
い
る
の
で
他
人
事
で
な
い
」
と
森
さ
ん
も
話
し
て
お
り
、そ
れ

ぞ
れ
が
助
け
合
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

滑　なはり広報　No.2793
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☆
町
の
ニ
ュ
ー
ス

　

11
月
13
日
、
保
健

セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
平
成
23
年
度
奈

半
利
町
表
彰
式
が
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
町
表
彰
は
、

多
年
に
わ
た
り
、
町

政
に
寄
与
さ
れ
た
団

体
・
個
人
を
表
彰
す

る
も
の
で
あ
り
、
今

年
度
は
、
手
話
の
全

国
コ
ン
ク
ー
ル
で
第

２
位
と
い
う
輝
か
し

い
成
果
を
収
め
ら
れ

た
坂
本
雪
乃
さ
ん
を
は
じ
め
と
し
て
、
各
分
野
に
お
い
て
積

極
的
に
協
力
・
貢
献
さ
れ
、
奈
半
利
町
を
支
え
て
い
た
だ
い

た
３
団
体
と
個
人
５
人
の
計
８
組
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

○
団　

体

　

・
奈
半
利
町
健
康
づ
く
り
婦
人
会

　

・
奈
半
利
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

　

・
な
は
り
浦
の
会

○
個　

人

　

・
西
山　

利
三　

ヱ
門

　

・
和
泉　

兼
壽

　

・
大
西　

洋
三

　

・
竹
﨑　

知
之
武

　

・
坂
本　

雪
乃

　

奈
半
利
町
表
彰
式

　

10
月
22
日（
土
）、
毎
年
恒
例
と
な
る
文
庫
ま
つ
り
が
お
う

ち
文
庫
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
０
歳
児
か
ら
小
学
生
ま
で
の
子
ど
も
を
対
象

に
、
年
に
１
回
本
の
読
み
語
り
、
紙
芝
居
、
手
遊
び
、
工
作

な
ど
子
ど
も
た
ち
に
本
を
読
ん
で
も
ら
う
た
め
に
行
う
お
祭

り
で
す
。

　

今
年
も
昨
年
同
様
に
、
お
う
ち
文
庫
で
１
年
間
本
を
た
く

さ
ん
読
ん
だ
子
ど
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
代
表
し
て
前
田

榮
さ
ん
か
ら
手
作
り
の
表
彰
状
を
渡
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
子
ど
も
50
人
、
保
護
者
13

人
と
多
数
の
参
加
が
あ
り
、
大
変
に
ぎ
わ
っ
た
お
祭
り
と
な

り
ま
し
た
。

　

第
７
回　

文
庫
ま
つ
り
開
催

　

10
月
か
ら
奈
半
利
町
役
場
住
民

福
祉
課
に
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
、
濱
渦
大
で
す
。

職
務
は
、
住
民
基
本
台
帳
や
印
鑑

登
録
な
ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

１
年
２
カ
月
、
学
校
の
支
援
員
と

し
て
勤
め
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
、
奈
半
利
町
役
場
に

採
用
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
は
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
い
ろ
い
ろ
と
ご
迷
惑
を

か
け
る
と
思
い
ま
す
が
、
自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
奈
半

利
町
の
た
め
、
地
域
の
方
々
の
た
め
、
奈
半
利
町
の
活
性
化

の
た
め
努
力
し
、
精
い
っ
ぱ
い
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

10
月
か
ら
総
務
課
に
配
属
さ
れ

ま
し
た
、
濱
田
倉
太
郎
で
す
。
給
与
・

共
済
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。

　

役
場
に
採
用
さ
れ
て
は
や
２
カ
月

が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
２３

年
も
住
ん
で
い
る
町
な
の
に
分
か
ら

な
い
こ
と
だ
ら
け
で
、
改
め
て「
奈
半
利
町
」を
考
え
る
良
い

機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
し
、
仕
事
と
同
様
に
そ
れ
ら
を

学
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
住
民
の

方
々
の
た
め
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
努
力

し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
だ
右
も
左
も
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
誠
心
誠
意
頑
張
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

新
職
員
紹
介
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▲奈半利港沖から望む海岸段丘（加領郷）

●第３回定例会（９月）

　　

　

平
成　

年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月　

日
に
開
会

２３

１５

し
、
町
長
か
ら
の
行
政
報
告
の
後
、
報
告
案
件
１
件
、

監
査
委
員
の
選
任
同
意
、
条
例
改
正
案
１
件
、
決
算

認
定
６
件
、
補
正
予
算
案
５
件
、
議
員
提
案
の
意
見

書
１
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
。
そ
の
後
、
一
般
質
問

を
行
い
、　

日
に
閉
会
し
た
。
そ
れ
ら
の
審
議
の
結

２０

果
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平成２２年度決算（町の家計簿）を認定

一般会計の歳出総額は

28億1，476万円
貯金　２４億２００万円、借金　２９億１，９００万円

　平成２２年度各会計決算の状況 （単位：万円）

採決結果
歳出

前年度比
２１年度
歳出歳　出歳　入会　　計　　名

賛成者多数94.5％29億7,95328億1,47629億3,346一 般 会 計

賛成者全員95.8％5億6,7015億4,3285億5,632国民健康保険

賛成者全員88.7％265235235老 人 保 健

賛成者全員114.6％4,7225,4135,631簡 易 水 道

賛成者全員98.9％9639521,044漁業集落排水

賛成者全員103.3％4,6934,8504,879後期高齢者医療

95.1％36億5,29734億7,25436億0,767合　計
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町
財
政
は
徐
々
に
改
善 

総
合
計
画
を
基
本
に　

　

行
財
政
改
革
を
進
め
た
結
果
、
各

財
政
指
標
は
、
徐
々
に
改
善
し
て
い

る
。

　

し
か
し
、
今
後
の
経
済
状
況
、
国

の
動
向
は
極
め
て
流
動
的
で
あ
り
、

町
と
し
て
は
、
財
政
の
健
全
化
を
図

り
な
が
ら
、
総
合
計
画
を
基
本
と
し

て
、
有
効
な
事
業
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
地
域
の
活
性
化
を
図
り
、
住
民

の
福
祉
の
向
上
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

一
般
会
計　
　
　
　

　

前
年
度
比　

・
７
％
増

１４

　

平
成　

年
度
決
算
に
つ
い
て
は
、

２２

一
般
会
計
で
は
、
収
入
済
額　

億
２９

３
、
３
４
６
万
円
、
支
出
済
額　

億
２８

１
、
４
７
６
万
円
、
繰
越
明
許
費
２
、

２
１
０
万
円
、
事
故
繰
越
し
４
、
０

０
９
万
円
、
実
質
収
支
５
、
６
５
１

万
円
と
な
っ
た
。

　

前
年
度
と
比
較
す
る
と
、歳
入
で

は
５
・　

％（
１
億
８
、５
０
５
万
円
）

９３ 決
算
の
概
要

串

釧

櫛

屑

虞虞

遇遇

空
空
空
空
空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

減
、歳
出
で
は
５
・　

％（
１
億
６
、４

５３

７
７
万
円
）減
の
決
算
額
と
な
っ
た
。

　

歳
入
で
は
地
方
交
付
税
と
臨
時
財

政
対
策
債
の
合
計
が　

億
７
、
８
０

１６

６
万
円
で
歳
入
全
体
の　

・
４
％
を

５７

占
め
、
依
然
と
し
て
高
い
依
存
度
を

示
し
て
い
る
。

　

増
額
と
な
っ
た
主
な
も
の
は
、
地

方
交
付
税
（
対
前
年
度
３
・　

％
、

２６

４
、
８
５
４
万
円
増
）、
県
支
出
金

（
対
前
年
度　

・　

％
、
３
、
２
６
８

２３

９５

万
円
増
）等
。県
支
出
金
は
移
動
通
信

用
施
設
整
備
事
業
補
助
金
２
、
０
９

２
万
円
、
地
域
子
育
て
創
生
事
業
費

補
助
金
１
、
７
４
３
万
円
等
が
増
の

大
き
な
要
因
で
あ
る
。

　

一
方
、
減
額
と
な
っ
た
主
な
も
の

は
、
国
庫
支
出
金
（
対
前
年
度　

・　
４７

６９

％
、
１
億
９
、
６
４
０
万
円
減
）、
繰

入
金
（
対
前
年
度　

・　

％
、
１
億

８１

６３

５
、
２
４
４
万
円
減
）
等
で
あ
り
、

長
引
く
不
況
の
影
響
か
ら
町
税
（
対

前
年
度
２
・
７
％
、
７
０
８
万
円
減
）

も
減
少
傾
向
に
あ
る
。

　

歳
出
で
は
、
児
童
手
当
・
子
ど
も

手
当
、
介
護
予
防
拠
点
施
設
整
備
事

業
等
に
よ
り
民
生
費（
対
前
年
度
８
・

５
％
、
４
、
３
４
３
万
円
増
）
や
財

政
調
整
基
金
積
立
金
、
地
域
情
報
化

基
金
積
立
金
等
に
よ
り
諸
支
出
金

（
対
前
年
度
１
４
２
・　

％
、
２
億

８９

４
、
９
２
３
万
円
増
）
が
増
加
し
て

い
る
。

　

一
方
、総
務
費
、衛
生
費
、農
林
水

産
業
費
、土
木
費
、教
育
費
、公
債
費

は
減
少
し
て
い
る
。特
に
公
債
費
は
、

平
成　

〜　

年
度
に
公
的
資
金
補
償

１９

２１

金
免
除
制
度
を
活
用
し
、繰
上
げ
償

還
を
行
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
２
億

６
、７
３
７
万
円（
対
前
年
度
△　

・
３１

　

％
）の
減
と
な
っ
て
い
る
。

１２
　

基
金（
預
金
）残
高
は
、
平
成　

年
２２

度
末
で　

億
２
４
５
万
円
、
一
方
、

２４

起
債
借
入
（
借
金
）
残
高
は
、　

億
２９

１
、
９
１
６
万
円
と
な
っ
て
お
り
、

繰
上
げ
償
還
及
び
行
政
改
革
の
効
果

に
よ
り
減
少
し
て
い
る
。

　

経
常
収
支
比
率
は
、
平
成　

年
度

２１

　

・
１
％
に
対
し
て
、
平
成　

年
度

９２

２２

は　

・
２
％
と
改
善
さ
れ
た
。人
件
費

８８
１
、
３
９
３
万
円
、
扶
助
費
１
２
３

万
円
等
が
増
え
た
も
の
の
、
公
債
費

５
０
６
０
万
円
、
補
助
金
６
０
７
万

円
減
等
、
経
常
的
な
経
費
２
、
７
９

３
万
円
の
減
に
加
え
て
地
方
交
付
税

や
臨
時
財
政
対
策
債
の
増
等
、
経
常

的
な
歳
入
一
般
財
源
が
４
、
７
２
０

万
円
伸
び
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
引
き
続
き
経
常
経
費
の
抑
制
に

努
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

実
質
公
債
費
比
率
は
（
３
カ
年
平

均
）
は
、　

・
８
％
で
あ
り
、
前
年
度

１２

か
ら
３
・
０
ポ
イ
ン
ト
下
が
り
、
昨

年
度
と
同
様
に
起
債
を
発
行
す
る
際

に
許
可
を
必
要
と
す
る
基
準
の　

％
１８

を
下
回
っ
た
。

 ・
標
準
財
政
規
模

 

　

億
４
、
０
３
２
万
円

１８

・
経
常
収
支
比
率 

　

・
２
％

８８

・
公
債
費
比
率 

７
・
７
％

・
起
債
制
限
比
率 

９
・
６
％

 

（
３
カ
年
平
均
）

・
公
債
費
負
担
比
率 

　

・
１
％

２３

・
財
政
力
指
数 

０
・
１
６
５

・
実
質
公
債
費
比
率 

　

・
８
％

１２

 

（
３
カ
年
平
均
）

◆
補
正
予
算

　

本
定
例
会
に
提
案
さ
れ
た
補
正
予

算
は
、
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
漁

業
集
落
排
水
事
業
、
簡
易
水
道
事

業
、
国
民
健
康
保
険
事
業
、
後
期
高

齢
者
医
療
の
４
会
計
で
審
議
の
結

果
、
す
べ
て
可
決
さ
れ
た
。

　

一
般
会
計
で
は
、
既
定
の
歳
入
歳

出
予
算
総
額
に
、
１
億
１
、
１
５
０

万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
を

そ
れ
ぞ
れ　

億
４
、
１
８
６
万
円
と

２５

平
成　

年
度
決
算
に　

２２

お
け
る
各
財
政
指
標
等

定
め
る
も
の
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
地
方
交
付

税
４
、
２
３
９
万
円
、
県
支
出
金
６

８
５
万
円
な
ど
を
追
加
し
、
町
税
１

２
２
万
円
を
減
額
す
る
も
の
。
歳
出

の
主
な
も
の
は
、
総
務
費
２
、
６
７

３
万
円
、
諸
支
出
金
９
、
３
４
８
万

円
な
ど
を
追
加
し
、
消
防
費
１
、
５

３
３
万
円
を
減
額
す
る
も
の
。

9月補正予算の概要　　　　　　　　　（単位：万円）

採決結果補正後の額補正額補正会　計　別

賛成者全員２５億４，１８６１億１，５００２号一 般 会 計

賛成者全員５億７，８２８２，２５７１号国民健康保険特

別

会

計

賛成者全員４，７３１１９１号後期高齢者医療

賛成者全員６，０７０２０８１号簡 易 水 道

賛成者全員１，０９１８２１号漁業集落排水
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◆
人　

事

　

監
査
委
員
の
選
任
同
意

　

廣
末
秀
明
氏
を
選
任

　

監
査
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

選
任
の
同
意
を
求
め
る
議
案
が
提
出

さ
れ
、
議
案
ど
お
り
廣
末
秀
明
氏

（　

歳
・
百
石
）を
監
査
委
員
に
選
任

６２
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
。

住
所　

奈
半
利
町
乙
３
０
６
３
番
地

氏
名　

廣
末　

秀
明

生
年
月
日　

昭
和　

年　

月
１
日

２３

１１

 

賛
成
者
多
数
（
同
意
）

◆
条
例
の
改
正

○
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

こ
の
条
例
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法

が
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
に
改
正
さ
れ
、

平
成　

年
８
月　

日
に
施
行
さ
れ
た

２３

２４

こ
と
に
伴
い
、
条
例
中
の
名
称
を
変

更
す
る
も
の
。

 

賛
成
者
全
員
（
可
決
）

◆
報
告
事
項

○
有
限
会
社
な
は
り
観
光
文
化
協
会

の
経
営
状
況
に
つ
い
て

　

有
限
会
社
な
は
り
観
光
文
化
協
会

が
設
立
か
ら
８
年
経
過
し
、
第
８
期

の
営
業
報
告
が
提
出
さ
れ
た
。

　

そ
の
経
営
状
況
に
つ
い
て
は
、
収

入
合
計
４
、
０
２
６
万
円
、
粗
利
益

額
１
、
１
２
１
万
円
、
販
売
費
１
、

２
１
１
万
円
で
当
期
純
損
益
は　

万
９０

円
と
な
っ
た
。

◆
意
見
書

○
国
民
健
康
保
険
財
政
へ
の
国
庫
負

担
割
合
を
医
療
費
総
額
の　

％
に

４５

戻
す
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

　

提
出
者　

竹
内　

哲
夫
議
員

 

賛
成
者
全
員
（
可
決
）

平成２２年度一般会計の目的別歳出（使いみち）の状況

町民一人当たりに要した費用771，377円

（単位：円）

町民１人当たりに
要した費用

構成比（％）決算額款

１１，２９０１．４６４１，１９８，００９議　 会　 費１

１０９，０８６１４．１４３９８，０５５，７９８総　 務　 費２

１５１，９５２１９．７０５５４，４７４，８５５民　 生　 費３

５４，８２６７．１１２００，０６０，１４３衛　 生　 費４

４３，７８４５．６８１５９，７６８，４８２農 林 水 産 業 費６

３，５１３０．４６１２，８１９，４１３商　 工　 費７

２８，０２４３．６３１０２，２６０，０４０土　 木　 費８

３７，１２８４．８１１３５，４８１，５７５消　 防　 費９

５０，８８２６．６０１８５，６６７，５５２教　 育　 費１０

２，６１７０．３４９，５４８，２８３災 害 復 旧 費１１

１６２，１７４２１．０２５９１，７７１，３０９公債費（借金）１２

１１６，１０１１５．０５４２３，６５０，９１４諸 支 出 金１３

００．０００予　 備　 費１４

７７１，３７７１００．００２，８１４，７５６，３７３合　　　計

＊参考…（平成２３年４月１日現在の人口　３，６４９人で算定）

廣末　秀明 氏
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◆
議
員
派
遣

　

会
議
規
則
第
１
２
１
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
議
員
を
派
遣
す
る
。

○
全
国
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合
連

合
会
第　

回
全
国
大
会

３７

・
日
時　

平
成　

年　

月
７
日

２３

１０

・
場
所　

高
知
市
「
文
化
プ
ラ
ザ
か

る
ぽ
ー
と
」

・
派
遣
議
員　

議
長
・
副
議
長
・
総
務

民
生
常
任
委
員
会

○
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

・
日
時　

平
成　

年　

月　

日

２３

１０

２８

・
場
所　

高
知
市
「
高
知
県
民
文
化

ホ
ー
ル
」

・
派
遣
議
員　

議
長
・
副
議
長
・
各
委

　
　
　
　
　

員
長

○
第　

回
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長

５２
会
研
修
会

・
日
時　

平
成　

年　

月　

日

２３

１１

１０

・
場
所　

徳
島
県
鳴
門
市
「
文
化
会

館
」

・
派
遣
議
員　

全
員

 

 
○
調
査
事
件

　

奈
半
利
川
水
系
の
現
状

　

台
風
６
号
に
よ
る
北
川
村
小
島
、

平
鍋
地
区
の
国
道
崩
壊
、
各
ダ
ム
の

濁
水
等
の
現
地
調
査
後
、
電
源
開
発

株
式
会
社
の
担
当
者
か
ら
平
鍋
ダ
ム

の
ゲ
ー
ト
機
能
不
能
状
況
等
の
説
明

を
受
け
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
調
査
し
た
。

○
調
査
事
件

奈
半
利
川
水
系
ダ
ム
の
水
利
権
更

新
に
向
け
た
ダ
ム
の
状
況
、
経
過

及
び
課
題

　

奈
半
利
川
水
系
ダ
ム
の
高
知
県
担

当
課
等
か
ら
台
風
６
号
に
よ
る
影
響

と
水
利
権
更
新
に
向
け
て
の
経
過
、

　

ダ
ム
公
害
対
策
特
別
委
員
会

　
　

（
８
月
２
・　

日
）

３１

現
状
及
び
課
題
等
の
説
明
を
受
け
協

議
し
た
。 

 
○
調
査
事
件

（
１
）津
波
避
難
タ
ワ
ー

（
２
）
町
民
会
館
改
修
工
事

（
３
）
教
育
委
員
会
の
自
己
点
検
評
価

（
４
）そ
の
他

　

総
務
民
生
常
任
委
員
会

　
　

（
９
月
５
日
）

　

各
所
管
す
る
担
当
課
長
等
か
ら
事

業
等
の
説
明
及
び
報
告
を
受
け
協
議

を
行
っ
た
。

 
○
調
査
事
件

（
１
）
平
成　

年
度
各
工
事
の
進
捗
状

２３

況（
２
）有
限
会
社
な
は
り
観
光
文
化
協

会
の
経
営
状
況

（
３
）そ
の
他

　

各
所
管
す
る
担
当
課
長
等
か
ら
事

業
等
の
説
明
及
び
報
告
を
受
け
協
議

を
行
っ
た
。

　

地
域
振
興
常
任
委
員
会

　
　

（
９
月
５
日
）

　　襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

▲台風による平鍋ダム被害状況の調査（電源開発長山発電所）
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○
財
政
健
全
化
法
に
よ
る　

各
指
標
及
び
財
政
運
営　

　

平
成　

年
度
決
算
に
よ
る
、
実
質

２２

赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字
比
率

は
、
本
町
は
赤
字
決
算
団
体
で
は
な

く
、
指
標
と
し
て
評
価
を
必
要
と
し

て
い
な
い
。
ま
た
、
将
来
負
担
比
率

は
、
将
来
負
担
額
を
充
当
可
能
財
源

が
上
回
っ
て
い
る
た
め
、
特
に
問
題

は
な
い
。

　

実
質
公
債
費
比
率（
３
カ
年
平
均
）

は
、
平
成　

年
度　

・
７
％
、
平
成　

２０

１８

２１

年
度　

・
８
％
、
平
成　

年
度
決
算

１５

２２

で
は
、
対
前
年
度
３
・
０
ポ
イ
ン
ト

減
の　

・
８
％
に
改
善
さ
れ
、
起
債

１２

を
発
行
す
る
際
に
許
可
を
必
要
と
す

る
基
準
の　

％
を
下
回
っ
て
い
る
。

１８

　

本
年
度
の
普
通
交
付
税
・
臨
時
財

政
対
策
債
の
合
計
額
は
、　

億
６
、

１４

３
０
７
万
円
で
あ
り
、
５
、
６
１
８

万
円
（
対
前
年
度
３
・
７
％
）
の
減
と

な
っ
て
い
る
。

　

国
に
お
い
て
は
、
震
災
復
興
や
社

会
保
障
な
ど
増
大
す
る
財
政
需
要
の

中
、
地
方
交
付
税
を
削
減
対
象
外
と

し
て
い
る
が
、
影
響
は
避
け
ら
れ
な

い
と
考
え
る
た
め
、
今
後
も
健
全
な

財
政
運
営
を
行
う
。

○
南
海
地
震
対
策

　

去
る
９
月
４
日
、
南
海
地
震
対
策

と
し
て
、
県
内
一
斉
に
「
地
域
の
み

ん
な
で
防
災
訓
練
」
が
実
施
さ
れ
、

本
町
で
は
、
町
内　

カ
所
の
避
難
場

２５

所
で
約
５
９
０
人
の
住
民
が
参
加
し

避
難
訓
練
を
行
っ
た
。

　

町
本
部
で
は
、
県
と
防
災
無
線
に

よ
る
情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
、
各

自
主
防
災
組
織
で
は
、
資
機
材
の
点

検
や
操
作
訓
練
等
を
実
施
し
た
。
自

主
防
災
組
織
が
未
組
織
の
地
区
で

は
、
設
立
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と

を
確
認
す
る
な
ど
、
有
意
義
な
も
の

と
な
っ
た
。
訓
練
終
了
後
に
は
、
保

健
セ
ン
タ
ー
で
「
南
海
地
震
に
備
え

て
」
の
演
題
で
研
修
会
を
実
施
し
、

１
１
１
人
の
参
加
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

自
主
防
災
組
織
連
絡
協
議
会
を
開
催

し
、
津
波
避
難
計
画
策
定
の
受
託
業

者
か
ら
東
日
本
大
震
災
の
状
況
、
避

難
経
路
、
一
時
避
難
場
所
の
選
定
方

法
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
各
地
区

で
一
時
避
難
場
所
等
を
再
検
討
す
る

こ
と
と
し
た
。

　

９
月
１
日
現
在
で
の
本
町
の
自
主

防
災
組
織
は
、　

組
織
が
設
立
さ
れ

１９

て
お
り
、
組
織
率
は　

・
６
％
と

８２

な
っ
て
い
る
。
未
組
織
地
区
へ
の
説

明
を
行
い
、
早
期
に
設
立
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
く
。
今
後
は
、
県

内
一
斉
の
防
災
訓
練
や
各
自
主
防
災

組
織
の
設
立
・
育
成
・
訓
練
等
を
推
進

し
、
近
い
将
来
必
ず
起
こ
る
と
い
わ

れ
る
南
海
地
震
に
備
え
る
。

〇
交
流
人
口
拡
大
イ
ベ
ン
ト

「
第
２
回
ち
び
っ
こ
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
」

　

去
る
７
月　

日
（
日
）
、「
第
２
回

３１

ち
び
っ
こ
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
」
が
、

み
な
と
未
来
会
議
の
主
催
で
開
催
さ

れ
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
奈
半
利
町
を

含
む
高
知
県
東
部
地
域
を
売
り
出

●要旨

○財政健全化法による各指標及び財政運営

○南海地震対策

〇交流人口拡大イベント「第２回ちびっこトライアスロン」

○産業振興計画　　〇介護保険

○保健福祉　　○広域観光

○その他

▲自主防災組織による操作訓練（大原・西ノ平）
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し
、
知
名
度
の
ア
ッ
プ
と
交
流
人
口

の
拡
大
や
観
光
振
興
の
促
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
実
施
す
る
も
の
で
、

ふ
る
さ
と
海
岸
を
舞
台
と
し
て
、
小

学
生
を
対
象
に
１
、
２
年
生
の
部
、

３
、
４
、
５
、
６
年
生
の
部
の
２
ク

ラ
ス
に
分
け
て
行
わ
れ
た
。

　

当
日
は
、
遠
く
は
愛
媛
県
か
ら
１

人
、
県
内
各
地
か
ら　

人
の
参
加
が

６０

あ
り
、
水
泳
、
自
転
車
、
マ
ラ
ソ
ン

の
３
種
類
の
種
目
を
競
い
合
っ
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
自
然
と

の
触
れ
合
い
か
ら
得
ら
れ
る
貴
重
な

体
験
は
、
子
ど
も
た
ち
が
成
長
す
る

過
程
に
は
大
き
な
役
割
が
あ
り
、
町

の
観
光
資
源
活
用
、
交
流
人
口
の
さ

ら
な
る
拡
大
の
た
め
に
も
、
今
後
も

こ
の
よ
う
な
地
域
内
外
住
民
参
加
型

の
取
り
組
み
を
推
奨
し
、
観
光
産
業

の
育
成
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
。

○
産
業
振
興
計
画　

　

産
業
振
興
計
画
に
つ
い
て
は
、
農

業
、
水
産
業
な
ど
の
関
係
機
関
と
連

携
し
、
地
域
支
援
員
の
支
援
を
受
け

産
業
振
興
に
向
け
取
り
組
ん
で
い

る
。

　

水
産
物
加
工
品
で
は
、
平
成　

年
２２

度
か
ら
ス
ル
メ
イ
カ
の
「
船
上
天
日

干
し
」
を
生
産
し
、
漁
家
の
収
入
増

加
と
地
元
特
産
品
の
作
製
を
目
指

し
、
産
業
振
興
を
図
っ
て
い
る
。

　

農
産
物
加
工
品
で
は
、イ
チ
ジ
ク

苗
の
無
料
配
布
な
ど
を
行
い
、少
し

で
も
多
く
の
イ
チ
ジ
ク
生
産
者
を
育

成
し
、地
場
産
品
と
な
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
る
。ま
た
、イ
チ
ジ
ク
の
需

要
拡
大
を
図
る
た
め
、昨
年
度
か
ら

土
佐
あ
き
農
協
、安
芸
農
業
振
興
セ

ン
タ
ー
と
連
携
し「
イ
チ
ジ
ク
」の
新

た
な
加
工
品
と
し
て
、イ
チ
ジ
ク
大

福
・
イ
チ
ジ
ク
コ
ン
ポ
ー
ト
・
イ
チ
ジ

ク
ゼ
リ
ー
・
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
な
ど

を
試
作
し
、作
り
や
す
く
味
も
良
い

と
い
う
評
価
も
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

今
後
も
、
第
１
次
産
業
で
あ
る
農

林
水
産
業
を
中
心
と
し
た
産
業
振
興

施
策
に
取
り
組
む
。

○
介
護
保
険　

　

介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て
は
、
第

４
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
基
本
理

念
の
も
と
、
事
業
の
円
滑
な
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
７
月
に
本
年
度

の
介
護
保
険
料
の
本
賦
課
を
行
い
、

当
初
調
定
額
は
、
前
年
度
対
比
３
・

　

％
減
の
２
億
１
７
９
万
円
と
な
っ

６５て
い
る
。
現
在
ま
で
の
事
業
運
営
の

状
況
は
、
８
月
末
で
被
保
険
者
数
が

４
、
４
９
２
人
、
要
介
護
認
定
者
数

７
９
５
人
で
、
国
保
連
合
会
支
払
い

ベ
ー
ス
で
の
給
付
実
績
は
対
前
年
度

比
０
・　

％
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

１８

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
行
っ

て
い
る
予
防
給
付
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
業
務
に
つ
い
て
は
、
７
月
末

現
在
、
要
支
援
認
定
者
数
は
１
６
３

人
で
、
そ
の
う
ち
介
護
予
防
支
援
計

画
作
成
件
数
は　

件
と
な
っ
て
い
る
。

９８

　

今
後
は
、
第
４
期
介
護
保
険
事
業

計
画
の
内
容
に
沿
い
な
が
ら
、
地
域

住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

円
滑
な
事
業
運
営
に
努
め
る
。

○
保
健
福
祉　

　

保
健
福
祉
業
務
に
つ
い
て
は
、
活

動
計
画
に
基
づ
き
、
各
業
務
の
推
進

を
図
っ
て
い
る
。

　

母
子
保
健
業
務
は
、
本
年
度
、
新

た
な
子
育
て
支
援
の
取
り
組
み
と
し

て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
協
力
を
得
て
、

遊
び
を
中
心
に
子
ど
も
と
の
関
わ
り

方
や
社
会
生
活
能
力
な
ど
を
養
う
場

と
す
る
「
ど
よ
う
教
室
」
を
開
催
し

て
お
り
、
毎
回　

組
程
度
の
母
子
が

１０

相
談
に
訪
れ
、
今
後
さ
ら
に
参
加
者

が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
。保
育
所
・

幼
稚
園
の
巡
回
相
談
に
つ
い
て
も
、

園
児
の
状
況
観
察
や
保
育
士
等
と
の

情
報
交
換
や
相
談
の
重
要
な
場
と

な
っ
て
い
る
。

　

健
康
増
進
、
健
康
づ
く
り
業
務

は
、
各
町
村
で
の
検
診
事
業
や
特
定

保
健
指
導
を
推
進
し
て
お
り
、
昨
年

に
引
き
続
き
、
「
が
ん
検
診
受
診
促

進
事
業
」
と
し
て
、　

〜　

歳
代
へ

４０

５０

の
受
診
の
個
別
勧
奨
や
未
受
診
者
へ

の
再
勧
奨
な
ど
、
受
診
啓
発
事
業
の

推
進
を
図
っ
て
い
る
。

　

障
害
保
健
福
祉
業
務
は
、去
る
８

月
に
自
立
支
援
協
議
会
を
開
催
し
、

こ
ど
も
支
援
部
会
、相
談
支
援
部
会

の
事
業
計
画
や
本
年
度
に
策
定
す
る

「
第
３
期
障
害
福
祉
計
画
」
を
進
め
る

た
め
の
策
定
部
会
の
設
置
に
つ
い
て

承
認
を
得
、
今
後
、
各
委
員
の
意
見
を

基
に
、
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
、
具

体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
る
。

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
い
き
い
き

と
安
心
し
て
健
康
的
な
生
活
が
送
れ

▲好評を得たイチジク加工品の試食会
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る
よ
う
、
障
害
を
持
つ
人
や
そ
の
家

族
を
応
援
す
る
「
ま
ち
の
応
援
団
」

活
動
は
、
月
１
回
の
定
例
会
の
開
催

や
９
月　

日
に
開
催
さ
れ
る
安
芸
福

１７

祉
保
健
所
と
の
協
働
取
り
組
み
に
よ

る
地
域
精
神
保
健
福
祉
講
座
事
業
に

お
い
て
、
応
援
団
３
人
が
シ
ン
ポ
ジ

ス
ト
と
し
て
各
自
の
意
見
を
発
表
す

る
予
定
で
あ
り
、
徐
々
に
そ
の
活
動

が
広
が
っ
て
い
る
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
関
係
町
村
と

の
連
携
に
よ
る
活
動
を
進
め
な
が

ら
、
広
域
化
が
図
ら
れ
て
３
年
目
と

し
て
の
評
価
に
つ
い
て
も
実
施
し
た

い
。

○
広
域
観
光

　

広
域
的
な
観
光
業
務
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
中
芸
地
区
を
総
括
し
た

観
光
協
会
的
組
織
の
設
立
に
向
け
、

県
の
地
域
支
援
担
当
部
署
等
の
協
力

も
得
な
が
ら
、
そ
の
運
営
や
組
織
づ

く
り
な
ど
、
民
間
を
主
体
と
し
た
検

討
会
を
設
置
す
る
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。

　

本
年
度
は
森
林
鉄
道
開
通
か
ら　
１００

年
目
と
な
る
こ
と
か
ら
、　

周
年
記

１００

念
事
業
実
行
委
員
会
に
よ
り
各
種
事

業
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
来
る　

月
１０

　

日
に
は
、
田
野
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン

１０タ
ー
に
お
い
て
、　

周
年
記
念
事
業

１００

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
地
域
づ
く

り
団
体
に
よ
る
座
談
会
や
地
域
芸
能

の
発
表
、
森
林
鉄
道
の
体
験
乗
車
、

特
産
品
の
販
売
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

催
し
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、
中
芸
消
防

署
に
よ
る
救
急
講
習
会
や
火
災
警
報

器
の
販
売
な
ど
も
計
画
さ
れ
て
お

り
、
地
域
住
民
は
も
と
よ
り
、
地
域

外
に
向
け
た
情
報
発
信
の
大
き
な
契

機
に
な
る
と
期
待
し
て
い
る
。

○
そ
の
他

・
第　

回
港
ま
つ
り

４８

・
台
風
に
よ
る
被
災
状
況

・
消
防

・
火
葬
場

等
の
行
政
報
告
が
行
わ
れ
た
。

▲森林鉄道軌道跡の散策ツアー（法恩寺跨線橋）

　

教
育
行
政
報
告

　　

平
成　

年
度
奈
半
利
町
教

２２

育
委
員
会
の
自
己
点
検
・
評

価
の
総
合
評
価
は
、
次
の
と

お
り
。

【
総
合
評
価
】

　

学
校
教
育
で
は
、
道
徳
心

の
涵
養
と
体
力
の
向
上
と
共

に
、
基
礎
学
力
の
定
着
と
学

力
の
向
上
に
向
け
て
、
全
国

学
力
学
習
状
況
調
査
と
到
達

度
把
握
検
査
を
行
っ
た
。

　

課
題
分
析
の
結
果
、
授
業

改
善
と
家
庭
学
習
の
習
慣
づ

け
が
必
要
で
あ
り
、
授
業
改

善
に
は
、
校
内
研
修
、
授
業

研
修
の
充
実
を
図
り
、
家
庭

学
習
の
習
慣
づ
け
に
は
、
起

床
時
刻
、
家
庭
学
習
開
始
時

刻
、
就
寝
時
刻
の
「
３
固
定
」

を
実
行
し
て
も
ら
う
よ
う
、

保
護
者
に
働
き
か
け
た
。

軽

鶏

頚

芸

罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫

罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫

荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊

荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊

議会を傍聴してみませんか？
あなたの傍聴が議会を活性化しますあなたの傍聴が議会を活性化しますあなたの傍聴が議会を活性化します

次の定例議会は１２月中旬です
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問　

町
民
は
、
所
得
税
や
町
民
税
な

ど
、
税
を
納
め
る
の
が
義
務
で
あ
る

が
、
農
業
漁
業
者
は
所
得
の
浮
き
沈

み
が
激
し
く
、
町
民
税
を
納
め
た
年

や
赤
字
に
な
っ
た
年
度
の
補
填
は
な

い
。汗
と
努
力
の
納
税
で
あ
る
。

　

町
と
し
て
も
レ
ン
タ
ル
ハ
ウ
ス
や

い
ろ
い
ろ
の
補
助
事
業
を
行
っ
て
い

る
が
、
今
の
所
得
状
況
で
は
生
活
が

厳
し
い
。
机
の
上
の
事
務
の
よ
う
な

８
時
間
労
働
で
は
、
農
業
は
成
り

立
っ
て
い
か
な
い
。
１
日
平
均　

時
１２

間
以
上
、
多
忙
時
に
は　

時
間
く
ら

１５

い
働
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た

作
物
に
よ
っ
て
は
、ほ
ぼ
毎
日
、年
間

を
通
し
て
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

一
次
産
業
に
従
事
し

て
い
る
若
者
の
町
税

は
緩
和
で
き
な
い
か

森
岡　

昌
敏　

議
員

い
作
物
も
あ
る
。一
方
、近
年
は
経
費

ば
か
り
上
が
り
、
農
産
物
の
値
段
は

安
値
安
定
で
あ
る
。
漁
業
も
同
じ
で

あ
る
。

　

奈
半
利
町
の
基
幹
産
業
は
一
次
産

業
で
あ
る
。
若
い
一
次
産
業
従
事
者

が
安
心
し
て
定
住
で
き
る
よ
う
、
町

税
を
緩
和
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
。現

状
の
税
制
で
は
困
難

答　

竹
崎
総
務
課
長

　

一
次
産
業
振
興
支
援
施
策
と
し

て
、
レ
ン
タ
ル
ハ
ウ
ス
整
備
事
業
や

沿
岸
漁
業
者
経
営
構
造
改
善
促
進
事

業
な
ど
の
補
助
事
業
に
よ
り
農
漁
業

従
事
者
の
支
援
を
実
施
し
て
お
り
、

ま
た
、
子
育
て
世
代
に
つ
い
て
は
、

　

歳
ま
で
の
医
療
費
の
無
料
化
な
ど

１５各
種
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
各
種
制
度
を

活
用
し
、
産
業
振
興
と
所
得
向
上
に

繋
が
る
施
策
に
取
り
組
む
。

　

町
税
は
、
地
方
税
法
に
基
づ
く
町

条
例
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
所
得
や
資

産
の
状
況
な
ど
の
負
担
基
準
に
よ
り

公
平
に
負
担
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

た
め
、
特
定
の
職
業
や
世
代
の
町
税

を
緩
和
す
る
こ
と
は
、
現
状
の
税
制

に
お
い
て
は
、
困
難
と
考
え
る
。

家
庭
学
習
に
支
援
を

問　

全
国
的
に
学
童
の
知
育
が
低
下

し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
子
ど

も
を
塾
に
通
わ
せ
て
い
る
家
庭
が
多

く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
塾
代
金

と
し
て
１
科
目
あ
た
り
月
６
、
５
０

０
円
で
、
３
科
目
で
１
９
、
５
０
０

円
と
な
る
。
子
ど
も
が
３
人
に
な
れ

ば
、
５
８
、
５
０
０
円
と
な
り
、
親

の
負
担
が
大
変
大
き
い
。
補
助
が
あ

れ
ば
塾
に
行
か
せ
た
い
親
も
で
き
る

し
、
家
庭
も
楽
に
な
る
。
家
庭
学
習

に
支
援
で
き
な
い
か
。

基
礎
学
力
の
定
着
と
向
上
に

取
り
組
む

答　

濱
中
教
育
長

　

知
育
向
上
を
図
る
た
め
に
は
、
学

校
に
お
け
る
授
業
改
善
と
家
庭
学
習

の
習
慣
付
け
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
。
そ
の
対
策
と
し
て
、
中
学
校
で

は
学
力
向
上
重
点
支
援
校
と
し
て
定

期
的
な
県
教
委
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
授
業
改
善
を
図
っ
て
お
り
、
ま
た

緊
急
雇
用
の
交
付
金
や
教
育
版
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
県
費
補
助
金
等
を

活
用
し
、
学
力
向
上
支
援
員
を
配
置

す
る
な
ど
し
て
、
全
生
徒
の
基
礎
学

力
の
定
着
と
学
力
の
向
上
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　

塾
を
利
用
す
る
こ
と
は
家
庭
学
習

の
方
法
の
な
か
の
１
つ
の
選
択
肢
と

考
え
る
が
、
町
が
講
じ
て
い
る
各
施

策
の
成
果
を
検
証
し
、
そ
の
充
実
を

図
る
。

▲町の基幹産業である施設園芸を営む若手農家
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す
る

こ
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す
る
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は
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す
る
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す
る

こ
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う
す
る
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平
成　

年
７
月　

日
、
台
風
６

２３

１９

号
の
集
中
豪
雨
で
平
鍋
ダ
ム
上
流
の

大
谷
川
が「
氾
濫
」し
、土
砂
崩
れ
が

奈
半
利
川
の
清
流
を

と
り
も
ど
す
た
め
に

は
山
の
再
生
が
決
定

的
に
重
要山

中　

茂　

議
員

発
生
。道
路
が
決
壊
し
、平
鍋
ダ
ム
が

土
砂
と
流
木
で
埋
ま
り
、濁
流
が
ダ

ム
堤
体
を
越
破
す
る
と
い
う
ダ
ム
建

設
以
来
初
め
て
の
重
大
事
故
が
発
生

し
た
。台
風
の
た
び
に
濁
り
は
長
期

化
し
、奈
半
利
川
に
育
て
ら
れ
た
住

民
の
怒
り
は
頂
点
に
達
し
て
い
る
。

　

更
新
期
ま
で
あ
と
３
年
６
カ
月
し

か
な
く
、
運
動
を
早
急
に
強
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。更
新
期
に
向
け
て
、

人
と
川
と
の
関
係
を
再
び
築
き
上
げ

る
た
め
の
抜
本
的
対
策
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

①
濁
水
問
題
の
解
決
の
た
め
、
特
に

国
有
林
、
民
有
林
に
つ
い
て
も
間
伐

や
林
道
を
付
け
、
広
葉
樹
を
植
え
、

面
積
を
増
や
し
て
保
水
力
の
強
い
山

に
再
生
す
る
こ
と
が
決
定
的
に
大
事

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
国
へ
の
働
き

か
け
や
県
、
電
発
に
も
山
を
再
生
す

る
た
め
計
画
的
に
予
算
の
増
額
を
す

る
こ
と
を
強
く
働
き
か
け
て
は
。

②
平
鍋
ダ
ム
下
流
に
支
流
の
小
川
川

か
ら
取
水
し
、
清
水
を
供
給
す
る
バ

イ
パ
ス
（
工
事
費　

億
、
直
径
１
ｍ

１３

の
暗
渠
）で
毎
秒
０
・
６
ト
ン
を
流
す

こ
と
を
平
成　

年
度
に
調
査
を
実
施

２２

し
、
そ
の
効
果
及
び
費
用
等
の
整
備

を
行
う
と
の
県
の
意
向
で
あ
る
。
せ

め
て
家
地
川
ダ
ム
の
よ
う
に
、
毎
秒

３
ト
ン
く
ら
い
の
水
量
を
流
し
て
も

ら
う
よ
う
、
県
と
電
発
に
働
き
か
け

る
考
え
は
。

山
の
再
生
と
維
持
流
量
は
強

く
要
望
し
た
い

答　

齊
藤
町
長

　

奈
半
利
川
の
濁
水
に
関
し
て
は
、

そ
の
根
源
を
断
つ
た
め
に
国
は
も
ち

ろ
ん
、
県
と
電
源
開
発
に
対
し
、
山

の
再
生
に
向
け
て
予
算
の
増
額
を
強

く
要
望
し
て
い
き
た
い
。

　

維
持
流
量
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

河
川
環
境
、
魚
類
の
生
態
系
上
必
要

な
水
量
な
ど
を
検
討
し
た
う
え
で
、

増
量
も
要
望
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

う
つ
病
・
認
知
症
対
策
は

問　

厚
生
労
働
省
は
地
域
医
療
の
基

本
方
針
を
２
０
１
３
年
度
か
ら
、
が

ん
・
脳
卒
中
・
急
性
心
筋
梗
塞
・
糖
尿

病
の
四
大
疾
病
に
、
職
場
で
の
う
つ

病
、
高
齢
化
に
よ
る
認
知
症
の
患
者

数
の
増
大
に
伴
い
、
精
神
疾
患
を
加

え
て
「
五
大
疾
病
」
と
す
る
方
針
を

決
定
。

　

住
民
が
健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
力

す
る
の
が
、
行
政
の
務
め
で
あ
る
。

当
町
で
も
痛
ま
し
い
事
件
が
後
を
絶

た
な
い
。
社
会
情
勢
に
対
応
し
た
う

つ
病
な
ど
、
精
神
疾
患
・
認
知
症
へ

の
本
格
的
な
取
り
組
み
が
強
く
求
め

ら
れ
て
い
る
。
見
解
を
示
せ
。

家
族
、地
域
の
支
え
合
い
が
重
要 

講
演
会
そ
の
他
勉
強
会
も
開
き
た
い

答　

竹
崎
住
民
福
祉
課
長

　

う
つ
病
に
な
る
と
気
分
が
落
ち
込

み
、
物
事
へ
の
興
味
や
意
欲
を
失
う

な
ど
の
症
状
が
続
く
。
う
つ
病
は
本

人
も
ま
た
、
周
囲
の
人
も
気
づ
き
に

く
い
こ
と
か
ら
、
住
民
全
体
を
対
象

に
し
た
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
を

行
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え

る
。
理
解
を
深
め
る
研
修
会
の
開
催

や
勉
強
会
も
関
係
機
関
と
連
携
を
取

り
な
が
ら
、
取
り
組
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
認
知
症
対
策

に
つ
い
て
は
、
本
人
よ
り
も
認
知
症

の
患
者
を
支
え
る
家
族
へ
の
支
援
が

必
要
で
あ
り
、
認
知
症
の
患
者
と
介

護
者
で
あ
る
家
族
の
生
活
を
守
っ
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え

る
。

　

講
演
会
・
出
前
相
談
事
業
な
ど
も

実
施
し
て
い
る
。
認
知
症
の
患
者
を

抱
え
る
家
族
は
、
一
人
で
介
護
を
抱

え
込
む
の
で
は
な
く
、
愛
光
園
の
認

知
症
対
応
型
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の
介
護
保
険
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
も
利

用
し
な
が
ら
、
ま
た
家
族
や
地
域
の

支
え
合
い
に
よ
っ
て
、
介
護
負
担
の

軽
減
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。

　

家
族
や
地
域
の
支
え
合
い
に
よ
っ

て
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
安
心
し
て

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　 

▲台風６号で決壊した国道４９３号線（北川村小島地区）
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問　

県
管
理
下
の
２
級
河
川
、
須
川

川
に
６
本
の
橋
梁
が
架
設
さ
れ
て
い

る
が
、
私
が
先
日
の
台
風
６
号
の

後
、
現
地
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
築

　

年
近
く
経
過
し
た
今
、
至
る
所
で

４０
県
管
理
下
の
２
級
河
川
、

須
川
川
に
架
か
る
６
架
橋

に
つ
い
て
問
う

岩
内　

博　

議
員

老
朽
化
が
見
ら
れ
、
橋
脚
に
お
い
て

も
、
既
存
石
の
上
に
設
置
し
た
も
の

も
あ
り
、
橋
面
に
お
い
て
は
、
板
張

り
の
橋
梁
も
見
ら
れ
る
。

　

現
地
調
査
で
特
に
気
付
い
た
の

は
、踏
掛
板
の
強
度
不
足
で
あ
り
、追

り
来
る
南
海
地
震
が
発
生
す
れ
ば
、

６
橋
梁
と
も
落
下
す
る
の
で
は
な
い

か
と
予
測
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

現
地
で
の
聞
き
取
り
調
査
に
お
い

て
、
昔
を
た
ど
れ
ば
、
当
時
使
用
用

途
の
範
囲
が
広
か
っ
た
集
落
整
備
事

業
に
お
い
て
工
事
が
進
め
ら
れ
た
と

伺
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
経
過
の
中
で
、
地
域

住
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
と
汗
の

結
晶
と
し
て
、
架
設
完
成
に
至
っ
た

と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

先
日
の
台
風
通
過
時
に
は
、
ほ
と

ん
ど
の
橋
梁
が
河
床
か
ら
２
ｍ
く
ら

い
の
高
さ
に
架
設
さ
れ
て
い
る
た

め
、
河
川
の
氾
濫
に
よ
る
水
位
上
昇

に
よ
っ
て
橋
梁
を
オ
ー
バ
ー
し
た
所

も
あ
り
、
一
部
住
宅
に
お
い
て
は
中

芸
消
防
署
に
救
助
要
請
を
し
た
の
が

現
状
で
あ
る
。

　

先
日
、
地
域
振
興
課
で
調
査
し
た

と
こ
ろ
、
一
番
下
流
に
架
か
る
橋
梁

に
お
い
て
は
、
橋
の
た
も
と
ま
で

は
、
宇
川
１
号
線
と
し
て
い
る
が
、

橋
自
体
は
個
人
所
有
で
あ
り
、
７
ｍ

く
ら
い
の
橋
を
渡
れ
ば
、
そ
こ
か
ら

先
は
赤
線
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

　

こ
の
橋
の
幅
員
は
１
・
２
ｍ
の
た

め
、
水
田
約
３
反
の
耕
作
に
お
い

て
、
農
耕
車
の
搬
入
も
ま
ま
な
ら

ず
、
地
元
住
民
は
あ
え
ぎ
苦
し
ん
で

い
る
。

　

こ
れ
よ
り
上
流
の
橋
梁
に
お
い
て

は
、
宇
川
２
号
線
か
ら
５
号
線
が
４

橋
梁
、
あ
と
１
橋
梁
は
宇
川
洋
湯
線

と
し
て
い
る
と
説
明
を
い
た
だ
い

た
。

　

こ
こ
で
一
番
重
要
な
こ
と
は
、
こ

れ
ら
６
橋
梁
は
す
べ
て
、
な
く
て
は

な
ら
な
い
住
民
唯
一
の
生
活
道
で
あ

る
。

　

奈
半
利
町
総
合
計
画
の
中
に
記
載

さ
れ
て
い
る
基
本
理
念
、
持
続
的
循

環
型
の
町
づ
く
り
、
ま
た
、
施
策
の

大
綱
と
し
て
、
基
盤
整
備
、
生
活
環

境
作
り
と
し
て
あ
れ
ば
、
災
害
に
備

え
る
安
心
安
全
の
町
づ
く
り
の
理
念

の
下
に
、
あ
え
ぎ
苦
し
む
住
民
が
そ

こ
に
い
れ
ば
、
や
は
り
行
政
と
し
て

手
を
差
し
伸
べ
何
ら
か
の
試
作
を
見

い
だ
し
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

べ
く
、
現
地
調
査
や
意
見
聴
取
を
行

い
、
総
合
計
画
の
よ
う
に
多
年
に
わ

た
る
施
策
計
画
を
立
案
し
、
改
修
並

び
に
補
強
等
を
進
め
て
い
く
べ
き
だ

と
考
え
る
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ

い
て
見
解
を
問
う
。

全
橋
梁
を
点
検
し
、
長
寿
命

化
修
繕
計
画
を
策
定
す
る

答　

細
川
地
域
振
興
課
長

　

奈
半
利
町
が
管
理
す
る
道
路
橋
は

現
在　

橋
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
戦

５６

後
か
ら
高
度
成
長
期
に
集
中
的
に
整

備
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
道
路
橋

は
、
今
後
に
お
い
て
一
斉
に
老
朽
化

が
進
み
、
近
い
将
来
大
規
模
な
修
繕

や
補
強
が
必
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ

る
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
事
後
的
な
修

繕
及
び
架
け
替
え
か
ら
、
橋
梁
の
健

全
性
を
把
握
し
た
上
で
、
修
繕
及
び

計
画
的
な
架
け
替
え
と
円
滑
な
政
策

転
換
を
図
る
た
め
、
橋
梁
点
検
等
を

実
施
し
て
い
る
。

　

平
成　

年
度
に
橋
長　

ｍ
以
上
の

２１

１５

９
橋
梁
の
点
検
を
実
施
し
た
。
平
成

　

年
度
は
特
に
老
朽
化
損
傷
の
激
し

２２い
旧
国
道
の
２
橋
に
つ
い
て
交
付
金

事
業
を
活
用
し
、
架
け
替
え
等
安
全

対
策
を
実
施
し
て
い
る
。
平
成　

年
２３

度
は
、
橋
長　

ｍ
未
満
の　

橋
梁
の

１５

４７

点
検
を
実
施
し
、
全
橋
梁
の
点
検
が

平
成　

年　

月
ま
で
に
完
了
す
る
。

２３

１２

　

平
成　

年
度
に
は
、
こ
の
点
検
の

２４

結
果
を
基
に
、
長
寿
命
化
修
繕
計
画

を
予
定
し
て
い
る
。

　
答　

齊
藤
町
長

　

長
寿
命
化
修
繕
計
画
の
中
で
、
損

傷
、
劣
化
の
進
行
を
予
測
し
、
ま
た
、

避
難
進
路
で
あ
る
な
ど
の
重
要
度
等

を
総
合
的
に
判
断
し
、
橋
梁
修
繕
費

の
平
準
化
す
る
な
ど
の
た
め
に
補
修

補
強
時
期
を
選
定
し
、
社
会
資
本
整

備
交
付
金
等
を
活
用
し
て
、
道
路
橋

の
安
全
性
を
向
上
さ
せ
、
適
切
な
維

持
管
理
を
行
う
。

▲老朽化が進み強度不足が心配される橋梁（宇川）



滑　議会だより　VOL.12415

 
問　

政
府
は
、
子
ど
も
手
当
見
直
し

に
つ
い
て
協
議
し
た
中
で
、
全
国
的

に
波
紋
を
広
げ
て
い
る
給
食
費
並
び

に
保
育
料
の
滞
納
を
、
各
自
治
体
が

子
ど
も
手
当
か
ら
天
引
き
で
き
る
よ

う
に
す
る
仕
組
み
を
「
子
ど
も
手
当

給
食
費
等
の
滞
納
、

子
ど
も
手
当
か
ら
の

天
引
き
の
考
え
は

竹
内　

哲
夫　

議
員

支
給
に
関
す
る
特
例
措
置
法
」
の
中

に
盛
り
込
み
、　

月
か
ら
導
入
す
る

１０

こ
と
で
決
定
し
た
が
、
当
町
も
給
食

費
や
保
育
料
、
幼
稚
園
費
の
滞
納

は
、
年
々
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、

平
成　

年
度
決
算
で
は
、
１
０
０
万

２２

円
超
に
も
達
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
現
状
を
踏
ま
え
、
多
額

の
滞
納
繰
越
分
の
解
消
策
と
し
て
、

当
町
も
子
ど
も
手
当
か
ら
の
天
引
き

に
踏
み
切
る
べ
き
で
あ
り
、
滞
納
者

に
対
し
、
強
い
措
置
を
講
じ
る
べ
き

と
考
え
る
が
、
そ
の
意
思
は
あ
る
の

か
、
見
解
を
問
う
。

保
護
者
か
ら
の
申
し
出
が
あ

れ
ば
可
能

答　

濱
中
教
育
長

　

学
校
給
食
費
及
び
保
育
料
に
つ
い

て
、「
平
成　

年
度
に
お
け
る
子
ど

２３

も
手
当
の
支
給
等
に
関
す
る
特
別
措

置
法
」
で
は
、
法
第　

条
で
、
学
校

２５

給
食
費
及
び
保
育
料
に
つ
い
て
、
受

給
資
格
者
が
当
該
市
町
村
に
支
払
う

べ
き
も
の
の
支
払
い
に
当
て
る
旨
を

申
し
出
た
場
合
、
子
ど
も
手
当
か
ら

保
育
料
を
徴
収
で
き
る
と
規
定
。

　

ま
た
、
法
第　

条
で
は
、
市
町
村

２６

長
は
、
保
育
料
を
徴
収
す
る
場
合
に

お
い
て
、
受
給
資
格
者
が
保
育
料
を

支
払
う
べ
き
扶
養
義
務
者
で
あ
る
場

合
、
子
ど
も
手
当
の
支
払
い
の
際
、

保
育
料
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
第　

条
適
用
に
あ
た
っ
て

２６

は
特
別
徴
収
の
方
法
等
、
あ
ら
か
じ

め
特
別
徴
収
対
象
者
に
通
知
す
る
よ

う
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　

従
っ
て
、
保
育
料
に
つ
い
て
は
、

市
町
村
の
判
断
で　

月
以
降
の
保
育

１０

料
は
、
来
年
２
月
の
子
ど
も
手
当
支

給
時
に
特
別
徴
収
が
可
能
と
な
り
、

９
月
以
前
の
滞
納
分
は
過
年
度
分
も

含
め
て
、
受
給
資
格
者
か
ら
の
申
し

出
が
あ
れ
ば
特
別
徴
収
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
。

　

今
回
の
法
律
で
、
学
校
給
食
費
に

つ
い
て
は
、
全
て
に
お
い
て
子
ど
も

手
当
か
ら
の
徴
収
は
受
給
資
格
者
か

ら
の
申
し
出
に
よ
る
も
の
と
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
申
し
出
を
し
て
も

ら
う
必
要
が
あ
り
、
学
校
給
食
費
に

つ
い
て
は
、
同
意
を
得
る
よ
う
理
解

を
求
め
る
努
力
が
必
要
だ
と
考
え
て

お
り
、
来
年
２
月
の
子
ど
も
手
当
支

給
分
か
ら
、
滞
納
解
消
に
向
け
て
の

特
別
徴
収
に
取
り
組
む
。

山
間
集
落
へ
の
避
難
道
路
の

建
設
は

問　

町
内
の
山
間
部
に
お
け
る
道
路

事
情
は
、
非
常
に
粗
悪
箇
所
が
多

く
、
今
後
の
５
カ
年
計
画
の
中
に
、

大
幅
改
修
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、

一
部
地
域
は
解
消
さ
れ
る
が
、
こ
れ

ら
の
山
間
道
も
、
遠
近
は
別
と
し

て
、
２
カ
所
以
上
の
出
入
り
口
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
一
方
が
ふ
さ
が
っ
た

と
し
て
も
片
方
か
ら
の
通
行
が
可
能

な
地
区
が
多
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
宇
川
地
区
の
入

り
口
は
一
本
の
み
で
あ
る
。
地
震
や

津
波
だ
け
が
災
害
の
発
生
起
因
で
は

な
い
。
今
年
７
月
の
大
雨
に
よ
る
北

川
村
の
山
腹
並
び
に
道
路
の
崩
落
、

そ
し
て
、
今
年
初
め
て
高
知
県
に
上

陸
し
た
台
風　

号
に
よ
る
大
豪
雨
災

１２

害
、
こ
れ
か
ら
の
災
害
を
想
定
し
た

時
、
い
つ
宇
川
地
区
の
山
肌
が
崩
落

す
る
や
も
し
れ
な
い
。
万
一
に
備
え

る
な
ら
、
現
在
の
町
道
に
加
え
、
新

た
に
車
が
通
れ
る
避
難
道
路
の
建
設

が
必
要
不
可
欠
と
考
え
る
が
見
解

は
。急

峻
な
地
形
の
た
め
新
道
建

設
は
困
難
、
現
況
道
路
の
補

修
、
保
全
に
努
め
る

答　

竹
崎
総
務
課
長

　

新
た
に
車
が
通
行
可
能
な
避
難
道

路
を
建
設
す
る
場
合
に
は
、
急
峻
な

地
形
か
ら
大
規
模
な
道
路
工
事
と
な

り
財
政
的
に
も
多
大
な
負
担
と
な
る

た
め
、
十
分
に
検
討
を
加
え
る
必
要

が
あ
る
。

　

ま
ず
は
、
現
況
道
路
の
補
修
、
保

全
に
努
め
、
安
全
で
快
適
な
道
路
改

良
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

る
。

　

宇
川
地
区
か
ら
要
望
の
あ
る
平
地

区
へ
の
避
難
路
整
備
に
つ
い
て
は
、

南
海
地
震
対
策
と
し
て
地
区
の
方
と

協
議
し
な
が
ら
、
取
り
組
ん
で
い

く
。

▲１日に約３２０食分を配食している給食センター調理室
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問　

３
月　

日
の
東
日
本
大
震
災
か

１１

ら
６
カ
月
が
過
ぎ
、
国
・
県
も
防
災

対
策
を
、
想
定
を
超
え
た
見
直
し
に

乗
り
出
し
た
。
こ
の
震
災
に
よ
る
津

波
被
害
を
本
県
に
当
て
は
め
る
と
、

奈
半
利
町
や
中
土
佐
町
な
ど
、
海
に

近
い
多
く
の
役
場
が
最
上
階
ま
で
の

ま
れ
る
と
高
知
新
聞
で
報
道
さ
れ
て

い
る
。

南
海
地
震
津
波
浸
水

対
策
の
見
直
し
、
津
波

対
策
室
を
愛
光
園
へ

中
川　

和
明　

議
員

　

高
知
県
で
は
９
月
４
日
に
南
海
地

震
で
予
想
さ
れ
る
津
波
や
土
砂
災
害

に
備
え
、
県
内
全
域
で
約
４
万
人
が

参
加
し
た
過
去
最
大
規
模
の
訓
練
を

行
い
、
避
難
場
所
や
方
法
を
確
認

し
、
防
災
意
識
向
上
を
図
っ
て
い
る

当
町
に
お
い
て
も
地
震
津
波
対
策
室

を
、
愛
光
園
の
高
台
に
建
設
し
、
町

役
場
の
重
要
な
書
類
（
住
民
基
本
台

帳
や
地
籍
図
、
永
久
保
存
契
約
書
、

戸
籍
）
を
移
し
保
管
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
考
え
る
。
役
場
が
被
害

を
受
け
れ
ば
、
復
旧
が
遅
れ
、
住
民

に
被
害
が
起
こ
る
と
想
定
さ
れ
る

が
、
津
波
対
策
室
を
高
台
に
移
す
考

え
は
な
い
か
、
見
解
を
問
う
。

国
の
津
波
高
等
の
被
害
想
定
が　

決
定
さ
れ
た
段
階
で
検
討
す
る

答　

竹
崎
総
務
課
長

　

現
在
、
国
に
お
い
て
東
日
本
大
震

災
に
よ
り
こ
れ
ま
で
の
被
害
想
定
の

見
直
し
を
行
っ
て
お
り
、
本
県
に
お

け
る
津
波
高
等
の
被
害
想
定
が
決
定

さ
れ
る
の
は
、
来
年
秋
ご
ろ
に
な

る
。

　

役
場
機
能
が
完
全
に
失
わ
れ
た
と

い
う
想
定
外
の
被
災
が
起
こ
っ
て
お

り
、震
災
後
の
復
興
に
大
き
く
影
響

し
て
い
る
中
、本
庁
舎
に
お
い
て
も
、

現
在
の
津
波
想
定
に
基
づ
き
２
階
を

中
心
に
電
算
室
、ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

の
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
、防
災
無
線
室
等

が
設
置
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

今
後
の
津
波
想
定
高
に
も
よ
る

が
、
こ
れ
ら
を
３
階
あ
る
い
は
屋
上

等
へ
庁
舎
内
で
の
移
設
を
検
討
す
る

こ
と
が
財
政
的
に
も
適
切
で
あ
る
と

考
え
る
が
、
津
波
高
等
の
被
害
想
定

が
決
定
さ
れ
た
段
階
で
、
庁
舎
内
で

の
移
設
が
適
当
で
あ
る
か
議
会
と
協

議
し
て
進
め
る
。

　

戸
籍
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
高
知

市
内
に
あ
る
高
知
地
方
法
務
局
に
保

管
し
て
も
ら
う
よ
う
県
内
の
市
町
村

が
要
望
を
上
げ
て
い
る
。
町
の
取
り

扱
う
各
種
デ
ー
タ
の
保
管
に
つ
い
て

は
各
課
共
通
の
問
題
で
あ
る
た
め
、

今
後
検
討
し
て
い
く
。

保
護
者
の
願
い
は
大
切
な
子

ど
も
の
命

問　

保
育
所
、
幼
稚
園
へ
の
津
波
避

難
タ
ワ
ー
の
建
設
は
、
早
期
に
必
要

か
つ
重
要
と
考
え
る
が
、
い
つ
取
り

組
み
、
建
設
す
る
予
定
か
を
問
う
。

早
い
対
応
を
取
る

答　

竹
崎
総
務
課
長

　

保
育
所
、
幼
稚
園
へ
の
津
波
避
難

タ
ワ
ー
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
「
石

の
公
園
」
を
建
設
予
定
地
と
し
て
、

本
議
会
の
補
正
予
算
に
設
計
委
託
料

を
計
上
し
て
い
る
。
工
事
に
つ
い
て

は
、
当
初
は
平
成　

年
度
着
工
を
計

２４

画
し
て
い
た
が
、
県
と
協
議
を
行

い
、
本
年
度
に
は
着
工
す
る
計
画
で

進
め
て
い
る
。
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の

概
要
に
つ
い
て
は
、
浜
辺
神
社
前
公

園
に
建
設
予
定
の
１
号
津
波
避
難
タ

ワ
ー
と
同
じ
構
造
形
式
で
設
計
す
る

計
画
で
あ
る
。

近
道
の
早
期
着
工
を

問　

奈
半
利
小
学
校
の
屋
上
が
避
難

場
所
と
な
っ
て
い
る
が
、
進
入
経
路

が
２
カ
所
（
南
門
・
西
門
）
で
あ
り
、

立
町
の
住
民
か
ら
は
商
工
会
側
か
ら

進
入
す
る
門
を
、
小
学
校
に
造
る
べ

き
と
の
声
が
出
て
い
る
。
早
期
に
検

討
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
見
解
を

聞
く
。

避
難
場
所
へ
の
時
間
短
縮
を

考
え
る

答　

濱
中
教
育
長

　

現
状
で
は
、
小
学
校
の
東
側
に

は
、
役
場
庁
舎
西
の
フ
ェ
ン
ス
に
門

扉
が
あ
り
、
商
工
会
駐
車
場
か
ら
は

細
い
通
路
を
通
っ
て
校
庭
に
入
り
、

そ
こ
か
ら
ま
た
北
側
へ
戻
っ
て
非
常

階
段
へ
避
難
す
る
こ
と
に
な
り
、
時

間
の
ロ
ス
と
な
る
。
ま
た
、
小
学
生

が
、
大
き
な
津
波
を
逃
れ
て
愛
光
園

へ
向
か
う
場
合
に
は
、
西
側
の
正
門

か
ら
国
道
へ
出
る
よ
り
、
商
工
会
の

駐
車
場
へ
出
る
方
が
、
３
〜
５
分
程

度
、
避
難
時
間
の
短
縮
を
見
込
め

る
。

　

こ
の
位
置
に
門
扉
を
造
る
こ
と

が
、
立
町
周
辺
の
住
民
の
方
の
避
難

に
も
寄
与
し
、
小
学
校
の
児
童
が
避

難
す
る
場
合
に
も
、
有
効
な
門
扉
に

な
る
と
考
え
る
。
本
年　

月
発
注
予

１０

定
の
小
学
校
屋
上
へ
の
階
段
設
置
工

事
の
完
成
に
合
わ
せ
て
、
門
扉
を
造

る
よ
う
進
め
る
。

▲避難路としての門扉の設置が望まれる奈半利小学校

　東側のフェンス
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問　

地
域
主
権
改
革
は
、
ひ
も
付
き

補
助
金
を
廃
止
し
て
一
括
交
付
金
に

変
え
る
こ
と
で
、
地
域
自
ら
が
本
当

に
必
要
な
事
業
を
判
断
し
、
地
域
を

ど
う
す
べ
き
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
の
一
括
交
付
金
に
ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
か
聞
く
。

一
括
交
付
金
実
施
要
綱
等
が

示
さ
れ
た
段
階
で
立
案
し
協

議
を
行
う

　
答　

竹
崎
総
務
課
長

　

本
年
度
は
都
道
府
県
を
対
象
に
投

資
補
助
金
を
地
域
自
主
戦
略
交
付
金

と
し
て
交
付
さ
れ
た
。

　

平
成　

年
度
か
ら
経
常
補
助
金
の

２４

一
括
交
付
金
化
が
実
施
さ
れ
市
町
村

分
と
し
て
交
付
さ
れ
る
が
、現
在
の

と
こ
ろ
は
一
括
交
付
金
の
実
施
要
綱

等
は
ま
だ
示
さ
れ
て
い
な
い
。都
道

府
県
分
の
交
付
金
実
施
要
綱
で
は
、

地
域
主
権
改
革
の　

一
括
交
付
金
は

前
田　

勝
亀　

議
員

一
定
の
対
象
事
業
は
設
定
さ
れ
て
い

る
。今
後
、一
括
交
付
金
実
施
要
綱
等

が
示
さ
れ
次
第
、事
業
計
画
を
立
案

し
、議
会
に
も
示
し
協
議
を
行
う
。

　

引
き
続
き
、
雇
用
対
策
の
取

り
組
み
を

　
問　

雇
用
対
策
に
つ
い
て
、
高
知
県

の
雇
用
関
係
基
金
事
業
で
実
施
し
て

き
た
が
、
本
年
度
で
終
了
す
る
。
当

町
の
経
済
状
況
は
疲
弊
し
、
町
民
の

生
活
は
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

地
方
交
付
税
の
算
定
で
、
雇
用
対

策
・
地
域
資
源
活
用
臨
時
特
例
費
が

算
定
さ
れ
た
。
こ
の
臨
時
特
例
費
を

活
用
し
て
雇
用
対
策
を
引
き
続
き
取

り
組
む
考
え
は
な
い
か
。

重
点
分
野
雇
用
創
出
事
業
な

ど
で
、
雇
用
創
出
を
図
る

　
答　

竹
崎
総
務
課
長

　

高
知
県
緊
急
雇
用
創
出
臨
時
特
例

基
金
事
業
で
、
緊
急
雇
用
事
業
は
本

年
度
で
終
了
す
る
が
、
重
点
分
野
雇

用
創
出
事
業
、
地
域
人
材
育
成
事

業
、
震
災
対
応
事
業
は
、
平
成　

年
２４

度
も
実
施
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　

地
方
交
付
税
の
雇
用
対
策
・
地
域

資
源
活
用
臨
時
特
例
費
は
、
平
成　
２２

年
度
か
ら
平
成　

年
度
ま
で
算
定
さ

２５

れ
る
。
こ
れ
は
、
雇
用
対
策
や
地
域

資
源
を
活
用
し
た
施
策
、
子
育
て
支

援
、
高
齢
者
対
策
等
に
関
す
る
事
業

が
積
算
内
容
で
あ
る
。

　

高
知
県
の
雇
用
対
策
事
業
の
動
向

ま
た
は
、
基
金
事
業
を
活
用
し
て
実

施
し
て
き
た
事
業
の
検
証
を
行
い
検

討
す
る
。

民
間
委
託
可
能
業
務
の
検
討

内
容
は

　
問　

行
政
改
革
大
綱
及
び
財
政
健
全

化
計
画
で
、
財
政
運
営
課
題
の
具
体

的
項
目
と
し
て
、
行
政
改
革
に
関
す

る
施
策
の
な
か
で
、
民
間
委
託
可
能

業
務
と
し
て
、
給
食
セ
ン
タ
ー
業
務

の
外
部
委
託
と
ご
み
収
集
の
委
託
化

が
計
画
さ
れ
、
７
年
間
検
討
し
た
。

そ
の
内
容
を
聞
く
。

職
員
の
配
置
等
を
考
慮
し
、

検
討
す
る

　
答　

竹
崎
総
務
課
長

　

事
業
の
外
部
委
託
は
、
行
政
改
革

で
職
員
を
削
減
し
人
件
費
の
抑
制
を

図
る
こ
と
が
目
的
で
、
職
員
の
配
置

や
処
遇
を
考
慮
し
た
人
事
を
行
っ
て

き
た
。

　

検
討
内
容
は
、
近
隣
町
村
に
お
い

て
、
民
間
委
託
を
実
施
し
て
い
る
状

況
を
担
当
課
に
お
い
て
、
分
析
を
し

て
い
る
。
今
後
も
、
職
員
の
配
置
等

を
考
慮
し
、
検
討
を
進
め
る
。

高
齢
者
の
外
出
支
援
サ
ー
ビ

ス
事
業
は

　
問　

お
お
む
ね　

歳
以
上
の
高
齢
者

６５

で
あ
っ
て
、
一
般
の
交
通
機
関
を
利

用
す
る
こ
と
が
困
難
な
者
が
、
福

祉
、
保
健
、
医
療
施
設
等
を
利
用
す

る
た
め
に
必
要
と
な
る
送
迎
を
支
援

し
、
利
用
者
が
費
用
の
１
割
を
負
担

す
る
支
援
事
業
で
、
送
迎
は
ハ
イ

ヤ
ー
を
利
用
す
る
月
額
利
用
限
度
額

は
、　

ハ
イ
ヤ
ー
代
５
千
円
と
聞
く

が
、
そ
の
法
的
根
拠
は
。

　

そ
し
て
、
利
用
す
る
距
離
に
よ
っ

て
回
数
が
多
少
変
わ
る
。
こ
れ
は
不

公
正
な
取
り
扱
い
で
は
な
い
か
。
是

正
す
る
考
え
は
な
い
か
。

月
額
利
用
限
度
額
は
運
用
で

定
め
て
い
る

　
答　

竹
崎
住
民
福
祉
課
長

　

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
月
額

５
千
円
は
、
予
算
の
関
係
も
あ
り
、

運
用
で
定
め
て
い
る
。

　

米
ケ
岡
・
池
里
地
区
な
ど
の
中
山

間
地
域
の
利
用
者
と
市
街
地
の
利
用

者
で
は
、
利
用
す
る
距
離
に
は
大
き

な
差
が
あ
る
、
た
だ
通
院
す
る
の
は

町
内
の
医
療
機
関
だ
け
と
は
限
ら
な

い
。
市
街
地
の
利
用
者
で
も
安
芸
市

の
病
院
に
通
院
す
る
時
に
も
利
用
し

て
い
る
の
で
、
一
概
に
不
公
正
で
は

な
い
。
な
お
、
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス

事
業
も　

年
が
経
過
し
て
い
る
の

１１

で
、
内
容
等
も
含
め
て
今
後
検
討
す

る
。
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●第３回臨時会（７月１４日開催）

◆
条
例
の
改
正

〇
奈
半
利
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

こ
の
条
例
は
、
地
方
税
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
、
地
方
税
法
施

行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
及

び
地
方
税
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令
が
平
成　

年
６
月　

日

２３

３０

に
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
奈
半

利
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
。

 

賛
成
者
多
数
（
可
決
）

〇
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

こ
の
条
例
は
、
租
税
特
別
措
置
法

施
行
令
の
一
部
改
正
が
、
平
成　

年
２３

６
月　

日
に
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴

３０

い
、
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
。

 

賛
成
者
全
員
（
可
決
）

●第４回臨時会（１０月３日開催）

◆
人
事

教
育
委
員
会
の 

委
員
の
任
命
同
意

竹
﨑
和
伸
氏
を
任
命

　

教
育
委
員
会
委
員
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
任
命
の
同
意
を
求
め
る
議
案

が
提
出
さ
れ
、
議
案
ど
お
り
竹
﨑
和

伸
氏
（　

歳
・
平
松
）
を
任
命
す
る
こ

５３

と
に
同
意
し
た
。

住
所　

奈
半
利
町
乙
１
８
４
２
番
地

氏
名　

竹
﨑　

和
伸

生
年
月
日　

昭
和　

年　

月　

日

３２

１０

１０

 

賛
成
者
全
員
（
同
意
）

 

◆
補
正
予
算

　

一
般
会
計
の
既
定
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
７
９
１
万
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
を
そ
れ
ぞ
れ　
２５

億
４
、
９
７
７
万
円
に
定
め
る
も

の
。

　

歳
入
は
、
国
庫
支
出
金
３
７
１
万

円
、
県
支
出
金
１
６
０
万
円
、
町
債

２
６
０
万
円
の
追
加
。
歳
出
は
、
総

務
費
１
３
１
万
円
、
農
林
水
産
業
費

１
０
３
万
円
、
災
害
復
旧
費
７
０
１

万
円
を
追
加
し
、
諸
支
出
金
１
４
４

万
円
を
減
額
す
る
も
の
。

 

賛
成
者
全
員
（
可
決
）

　　

竹﨑　和伸 氏
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☆
町
の
ニ
ュ
ー
ス

　

長
寿
を
お
祝
い
し
よ
う
と
、
９
月

１９
日
の
敬
老
の
日
に
奈
半
利
町
敬
老

会
が
奈
半
利
小
学
校
体
育
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

敬
老
会
の
対
象
と
な
る
７５
歳
以

上
の
方
は
785
人
と
な
り
、
当
日
は
、

約
130
人
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
齊
藤
町
長
が「
長
寿

を
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
社
会
を
目

指
し
、
皆
様
の
福
祉
と
健
康
、
そ
し

て
幸
せ
の
た
め
、
奈
半
利
町
に
住
ん

で
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る

町
に
す
る
よ
う
努
力
を
し
ま
す
」と

挨
拶
。

　

こ
の
１
年
間
に
100
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
ら
れ
た
方
＝
川
崎
春
井
さ
ん

（
法
恩
寺
）、
太
田
信
惠
さ
ん（
宇

川
）、
模
範
老
人
＝
竹
内
カ
ネ
子
さ

ん（
車
瀬
）、
野
崎
徳
美
さ
ん（
百

石
）、
島
村
昭
さ
ん（
六
本
松
）、
細

川
英
子
さ
ん（
六
本
松
）、
川
村
美

佐
さ
ん（
加
領
郷
）、
そ
し
て
、
金
婚

夫
婦
＝
安
岡
幸
男
さ
ん
・
初
惠
さ

ん
ご
夫
婦（
横
町
）、高
松
和
博
さ
ん
・

テ
ル
子
さ
ん
ご
夫
婦（
須
川
）が
町
長

か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
来
賓
の
方
々
よ
り
お
祝

い
の
こ
と
ば
が
述
べ
ら
れ
、
最
後
に

敬
老
会
出
席
者
を
代
表
し
て
、
米

田
守
さ
ん
よ
り
お
礼
の
こ
と
ば
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
第
２
部
の
演
芸
で
は
奈
半

利
小
学
校
や
加
領
郷
小
学
校
、
奈

半
利
幼
稚
園
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る

歌
や
踊
り
が
約
１
時
間
に
わ
た
り
行

わ
れ
、
出
席
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

平
成
２３
年
度
敬
老
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

１０
月
８
日（
土
）、
藤
村
製
糸
に
て
、

「
浦
の
寄
席
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の「
浦
の
寄
席
」は
、
昨
年
か
ら
開

催
さ
れ
て
お
り
、
今
年
で
第
２
回
を
迎

え
、
２
０
０
９
年
度
Ｎ
Ｈ
Ｋ
新
人
演
芸

大
賞
受
賞
を
さ
れ
た
古
今
亭
菊
六
さ

ん
と
加
領
郷
小
学
校
の
児
童
が
落
語

を
披
露
し
ま
し
た
。

　

会
場
は
満
員
御
礼
と
な
り
、
加
領

郷
小
学
校
の
児
童
に
よ
る
落
語
や
噺
家

（
は
な
し
か
）古
今
亭
菊
六
さ
ん
の
古
典

落
語
の
世
界
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

第２回 浦の寄席に加領郷小学校出演第２回 浦の寄席に加領郷小学校出演！！第２回 浦の寄席に加領郷小学校出演第２回 浦の寄席に加領郷小学校出演！！第２回 浦の寄席に加領郷小学校出演！！



No.279　なはり広報　葛 20

平成２３年度　米ケ岡農業体験
日記

平成２３年度　米ケ岡農業体験
日記

平成２３年度　米ケ岡農業体験
日記

平成２３年度　米ケ岡農業体験
日記

平成２３年度　米ケ岡農業体験
日記

中
学
１
年
生　

稲
刈
り
・
脱
穀
体
験

　

奈
半
利
中
学
校
は
、

１
年
生
が
稲
作
体
験
を

し
、
10
月
20
日
・
25
日

の
２
日
間
で
、
稲
刈
り

か
ら
脱
穀
を
行
い
、
農

家
の
苦
労
や
食
べ
物
の

大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

み
ん
な
で
、
一
粒
の

お
米
を
最
後
ま
で
拾

い
、
新
米
が
取
れ
ま
し

た
。

　

今
回
小
学
５
年
生
・

中
学
１
年
生
が
愛
情
と
丹
精
込
め
た
自
信
作
「
ヨ
ネ
ガ

オ
カ
米
」
を
取
れ
た
て
産
地
直
送
で
給
食
へ
お
届
け
し

ま
す
。
み
ん
な
お
い
し
い
ご
飯
を
一
粒
も
残
さ
ず
食
べ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

地
域
の
方
、
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
方
々

に
ご
協
力
感
謝
い
た
し
ま
す
。

ン ト

　

今
年
も
、
米
ケ
岡
の
農
業
体
験
に

よ
る
収
穫
の
時
期
が
来
ま
し
た
。

　

米
、
も
ち
米
は
、
小
学
５
年
生
、

中
学
１
年
生
が
稲
刈
り
を
行
い
、
芋

は
幼
稚
園
児
と
小
学
２
年
生
が
芋
掘

り
を
行
い
ま
し
た
。

　
小
学
５
年
生 

稲
刈
り
・
牛
と

の
触
れ
合
い
を
通
じ
て
い

の
ち
の
大
切
さ
と
農
業
を

学
ぶ

　

10
月
4
日
（
火
）
に
小
学
５
年
生

が
、
先
陣
を
切
っ
て
稲
刈
り
を
行
い

ま
し
た
。

　

小
学
校
の
田
ん
ぼ
で
は
、
お
米
と

も
ち
米
の
苗
を
一
緒
に
植
え
て
い
る

の
で
、
最
初
に
お
米
と
も
ち
米
の
区

別
の
仕
方
か
ら
勉
強
を
し
、
し
っ
か

り
分
け
て
ハ
ゼ
に
か
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し

た
。
落
ち

て
い
る
穂

も
一
生
懸

命
拾
い
最

後
ま
で
頑

張
る
こ
と

が
で
き
ま

し
た
。

　

そ
し
て

午
後
か
ら

は
、
土
佐

赤
牛
と
の

触
れ
合
い

を
通
じ
て

い
の
ち
の

大
切
さ
と

地
元
の
農
業
を
学
ん
で
も
ら
お
う

と
、
J
A
土
佐
あ
き
肉
用
牛
部
会
奈

半
利
支
部
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
体
験
や

土
佐
赤
牛
と
触
れ
合
う
体
験
等
を
行

い
ま
し
た
。

　

お
昼
ご
は
ん
は
、
土
佐
赤
牛
、
奈

半
利
の
取
れ
た
て
の
新
米
を
使
っ
て

の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
体
験
を
行
い
、
支

部
長
の
竹
崎
稔
さ
ん
宅
の
生
後
10
カ

月
の
子
牛
の
や
わ
ら
か
い
毛
に
触
れ

た
り
、
心
臓
の
音
を
聞
い
た
り
と
い

ろ
ん
な
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

竹
崎
さ
ん
は
、
今
後
も
こ
う
い
う

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

小
学
５
年
生
は
、
一
日
で
い
ろ
い

ろ
な
農
業
体
験
が
で
き
、
農
業
の
第

一
歩
を
踏
み
出
せ
ま
し
た
。
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イ ベ

元
気
い
っ
ぱ
い　

幼
稚
園
・

小
学
２
年
生
芋
掘
り

　

10
月
13
日
に
幼
稚
園
児
、
14
日
に

小
学
２
年
生
が
米
ケ
岡
で
芋
掘
り
の

体
験
を
し
ま
し
た
。

　

天
候
は
、
曇
っ
て
い
て
雨
が
降
っ

た
り
や
ん
だ
り
と
い
う
中
、
な
ん
と

か
２
日
間
体
験
を
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

幼
稚
園
児
は
芋
掘
り
を
し
た
後
、

保
護
者
が
作
っ
た
カ
レ
ー
を
み
ん
な

口
い
っ
ぱ
い
に
頬
張
っ
て
い
ま
し
た
。

芋
掘
り
作
業
を
し
た
後
だ
っ
た
の
で
、

み
ん
な
お
な
か
を
空
か
し
て
、
お
か

わ
り
を
す
る
子
ど
も
が
た
く
さ
ん
い

ま
し
た
。

　

小
学
２
年
生
は
、
当
日
大
雨
の
中
、

カ
ッ
パ
を
着
て
大
き
な
お
芋
を
丁
寧

に
掘
り
ま
し
た
。
収
穫
の
後
は
、
生

活
体
験
学
校
で
お
い
し
い
お
弁
当
を

楽
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

み
ん
な
た
く
さ
ん
大
き
な
お
芋
が

掘
れ
、
袋
い
っ
ぱ
い
の
お
芋
を
頑
張
っ

て
持
ち
帰
り
ま
し
た
。
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国際交流員

★

マッキンタイア・　
　　　　　ジャラ

ハロウィン
　近ごろ、朝晩がとても涼しく
なり、冬の兆しが見えてきまし
たが、冬ほど寒さも厳しくない
快適な日々が続いています。
先日、東北に住んでいる友達
にあちらの紅葉の写真を見せ
ていただきました。写真を拝
見して日本の四季の綺麗さを改めて実感するとともに、日本は気候が様々
だと思いました。高知はまだ程よい気候であれども、東北はもう冬に差し掛
かっております。オーストラリアから来た私にとって日本の自然に新鮮さを
感じます。さて、今回の題は皆様に新鮮さを感じさせられるでしょうか。今回
はハロウィンについて書かせていただきます。ハロウィンが１０月３１日の晩
に行われる行事なので、皆様が当投稿をお読みになるころにはハロウィン
がもう過ぎ去っていると思いますが、来年のハロウィンが来た時に、こうい
う歴史があったことを思い出していただければと思います。
　実はハロウィンは最近までオーストラリアでほとんど祝われなくて、現在
でもアメリカの行事だから私は興味ない、祝わないという人が少なくなかっ
たのです。しかし、そういう人々は間違っています。ハロウィンはアメリカの
行事ではないのです。実際のところ、ハロウィンは起源がスコットランドにあ
り、１９世紀の半ばから２０世紀の初期にかけて移民によってアメリカに伝来
しました。それから、アメリカの大衆文化の普及に伴って日本やオーストラリ
アにも広がってきたようです。
　ハロウィンの起源はケルトの収穫感謝祭だとされます。ケルト民族がキリ
スト教に帰依したとき、１１月１日に行われる諸聖人の日の前夜祭として、ス
コットランドでは発達していったと思われます。この発達過程は「Ｈａｌｌｏｗｅｅ
ｎ」という名前に反映されます。「Ａｌｌ Ｈａｌｌｏｗｓ」（諸聖人の日）の「Ｅｖｅ」（前
夜）からなまって「Ｈａｌｌｏｗｅｅｎ」という名前ができたとされます。
　ハロウィンの習慣も主にスコットランドで発展してきました。旧ケルトの
暦では１１月１日は新年の始まりだとされていました。なお、旧ケルトは日没
になると日が変わるとし、１０月３１日の夜はちょうど新年への変わり目に当
たりました。この１年に１回しかない時期に、霊界との門が開き、いたずらな
どを起こす化け物や妖精がこの世に入ってくると信じられていました。それ
を起源に、化け物などがハロウィンと関連されてきました。また、カボチャ彫
りと飴乞いの習慣もスコットランドに由来します。中世のスコットランドにハ
ロウィンにカブを彫って、煉獄（れんごく－死者が天国へ行くために必要な
苦しみを経て清まる、いわば天国への中間段階）で保管された魂を記念する
習慣が発展しました。それがアメリカへ伝播したとき、手元にあったカボチャ
を彫る習慣ができました。飴乞いも、もともと死者の魂を祝福する習慣に由
来します。中世ヨーロッパでは死者の日に貧乏な庶民が村々を徘徊して豊
かな家を訪れ、ケーキと引き換えに死んだ親類への祝いを呈する習慣があ
りました。それがスコットランドでは、子どもがカブ彫りを持ち歩き、「Ｔｒｉｃｋ 
ｏｒ Ｔｒｅａｔ」（いたずらか飴か）と言いながら、飴をもらう習慣に発達してきま
した。
　アメリカに伝わってから、カブの代わりに手元にあり、より彫りやすいカボ
チャを使うといったような、アメリカ独特のハロウィン習慣も生まれてきま
した。現在、子どもは伝統的な化け物に限らず、１９、２０世紀のホラー小説や、
現代の映画などに現れる化け物や、キャラクターを装うようになっていま
す。なお、伝統的にハロウィンはキリスト教の祭事と密接な関係を持ってい
ましたが、現在その宗教的な意味を失っており、ハロウィンが自然崇拝の祭
事だから祝うべきではないとする教会さえアメリカで出てきたようです。
　さあ、皆様、面白かったですか？実は私も当投稿を書いていて様々なこと
が勉強になりました。以前スコットランド人の友達に、ハロウィンはスコット
ランドの素晴らしき行事だと誇らしげに言われたことがありましたが、実際
の商業的な要素に不快感を抱いていました。しかし、調べてみると、意外と
長い歴史と、キリスト教との密接な関係に驚いて、ハロウィンについての考
え方を改めるきっかけになりました。今度、友達と一緒に祝ってみたいと思っ
ています。皆様も来年のハロウィンを祝ってみてはいかがですか？

“Some odds
　　　 and ends”
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●問い合わせ先　　奈半利町役場　住民福祉課　　TEL　３８－４０１２

　昭和44年度に奈半利小学校で実施をした日
本脳炎の予防接種のことについて情報を探
しています。
　実施したことが確認できる母子手帳等ど
んな情報でも構いませんので、下記までお知ら
せください。

情報提供のお願い情報提供のお願い情報提供のお願い

　国民年金は、老後の所得保障だけではなく、
病気やけがで重い障害が残ったときなどにも年
金を支給し、思いがけない人生の「万が一」も
サポートする公的年金制度です。
　国民年金は、国が責任をもって運営していま
すので、支給される年金の半分の額が国の税金
から負担されるなど、とても有利で安心な制度
です。

■義務と権利
　日本国内にお住まいの20歳から60歳になるまでのすべての方は、国民年金に加入して保険料を
納付する義務があり、年金を受け取る権利があります。

■加入手続きが必要なのは
　学生や自営業者などの方で、20歳になって第１号被保険者となる方（学生、自営業者等、フ
リーターや無職の方も含まれます）は、お住まいの市区町村役場で直接、手続きをしてくださ
い。
　サラリーマンや公務員の第２号被保険者の方や、その第２号被保険者に扶養される配偶者の第
３号被保険者の方は、勤務先の事業所が加入手続きを行いますので、個別の手続きは必要ありま
せん。

■保険料は月額15,020円
　国民年金の第１号被保険者の平成23年度の保険料額は、月額15,020円です。
　学生やフリーターで、収入が少ないために国民年金保険料の納付ができない場合は、申請をすれ
ば保険料の納付が猶予・免除となる制度があります。
　この申請を行わないまま、国民年金保険料が未納となっていると、老後に年金を受けられなく
なったり、年金額が低くなったりする恐れがあります。また、「万が一」のときに障害年金が受け取
れないなどの思わぬ事態を招きます。

■保険料が猶予・免除される制度を利用しましょう
　「学生納付特例制度」は、所得がない学生の方のご本人の申請により保険料の納付が猶予される
制度です。
　また、学生以外の一般の自営業者の方などは、経済的な理由等により保険料の納付が困難なとき
に、ご本人の申請によって「保険料免除制度」や「若年者納付猶予制度」を利用することもできます。
　申請手続きなど詳しくは、お住まいの市区町村役場、または最寄りの年金事務所にお問い合わせ
ください。

年金からのお知らせ

20歳になったら
国民年金に

加入しましょう
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広報の配布方法が変わります広報の配布方法が変わります広報の配布方法が変わります

クリーン
センター

年末年始ゴミ収集のお知らせ年末年始ゴミ収集のお知らせ年末年始ゴミ収集のお知らせ

●問い合わせ先　　奈半利町役場　住民福祉課　　　TEL　３８－４０１２　　　　　　　
　　奈半利・田野クリーンセンター　　TEL　３８－４４２１

●問い合わせ先　　奈半利町役場　総務課広報係　　TEL　３８－４０１1

●12月29日（木）、12月30日（金）は「一般ゴミ」のみ収集を行います（その他プラスチックは休みです）。
●12月31日（土）～１月３日（火）までゴミ収集はお休みです。
　１月９日（月）は休日ですが、収集を行います。

　現在各地区の配布員に依頼している広報なはりの配布方法が来年1月号から郵送に変更となります。
　配布世帯の確認には万全を期しておりますが、万が一配布漏れ等ございましたら、奈半利町役場総務
課広報係までご連絡ください。

●クリーンセンターへの持ち込み　（受入時間　午前８時から午後２時まで）
　年末は12月27日（火）まで、年始は１月５日（木）から受け入れします。
●ゴミは、正しく分別して朝７時30分までに必ず出してください。

●時間外の持ち込みは固くお断りします。

年末年始の収集日程（ゴミの種類別詳細）

１２月２９日（木）まで
国道より北側及び

山間部（西の平、大原、久礼岩、須川、宇川）の区域
一般ゴミ

平
成　

年　

月
分

２３

１２

１２月３０日（金）まで
国道より南側及び

山間部（米ケ岡、池里、花田、平）の区域

１２月２８日（水）まで平常どおり粗大・金属ゴミ

１２月２８日（水）まで平常どおり

ビン、カン、紙布

有害・危険ゴミ

ペットボトル

その他プラスチック

年始の収集日程

１月５日（木）から
国道より北側及び

山間部（西の平、大原、久礼岩、須川、宇川）の区域
一般ゴミ

平
成　

年
１
月
分

２４

１月６日（金）から
国道より南側及び

山間部（米ケ岡、池里、花田、平）の区域

１月４日（水）から平常どおり粗大・金属ゴミ

１月４日（水）から平常どおり

１月９日（月）は休日ですが平日と同じ収集を行います

ビン、カン、紙布

有害・危険ゴミ

ペットボトル

その他プラスチック
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こんに
ちは

　生活習慣病は日常の悪習慣、とくに食習慣が積もり積もっ
て現れる病気です。動物性脂肪や塩分をとりすぎていない
か、ビタミンやカルシウムは不足していないかなど、毎日
の食習慣を点検して、悪いところは改善していくことが生
活習慣病の予防につながります。

材料（４人分）

ベーコン ４０ｇ

玉ねぎ １２０ｇ

しめじ １２０ｇ

にんじん ４０ｇ

おから １６０ｇ

牛乳 ４００ｍｌ

塩 小さじ１／２弱

こしょう 少々

黒こしょう 適宜

洋風おから

作り方
①ベーコン、玉ねぎ、しめじ、にんじんは粗みじん切りにする。
②フライパンを熱し、①の材料を加えてよく炒め、おからを入れ

ざっと炒めたら牛乳を加え、塩こしょうをし、ひと煮たちさせ
て混ぜながら煮る。水分がなくなったら、器に盛り付ける。

　※好みで黒こしょうをふる。

　生活習慣病は日常の悪習慣、とくに食習慣が積もり積もっ
て現れる病気です 動物性脂肪や塩分をとりすぎていない

生活習慣病の予防はまず毎日の食卓から見直そう！生活習慣病の予防はまず毎日の食卓から見直そう！生活習慣病の予防はまず毎日の食卓から見直そう！

食生活のこんな悪いクセこころ当た
りはありま

せんか？

早食いでお腹いっぱい
になるまで食べる

好きなものだけ選んで
食べる

何でも濃い味が好き

朝食を抜き、夜ドカ食
いをする

１人きりで食事をする
ことが多い

野菜は嫌いで、残すこ
とが多い

こってりした肉料理ば
かりを好む

飲みたいだけお酒を飲
む

材料（４人分）

洋風おから

簡単レシピ　作ってみませんか！簡単レシピ　作ってみませんか！簡単レシピ　作ってみませんか！

具材を切って炒め
て煮るだけのシン
プル料理です。
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戦後強制抑留者の皆様へ戦後強制抑留者の皆様へ戦後強制抑留者の皆様へ
シベリア戦後強制抑留者に対する特別給付金を支給しています。
•対象者は、旧ソ連邦またはモンゴル国の地域における戦後強制抑留者で、平成２２年６月１６日に
日本国籍を有するご存命の方です。
（特別措置法施行日（平成２２年６月１６日）以降に亡くなられた方の相続人は請求できますが、施
行日前に亡くなられた方のご遺族等は、対象となっておりません。）

•請求受付期間は、平成２４年３月３１日です。まだ請求されていない方はお急ぎください。請求期
間内に特別給付金の支給の請求をしなかった場合には、支給されません。
•請求書をお持ちでない方は、当基金から請求書類をお送りしますので、至急、当基金にお電話
ください。
※すでに特別給付金を支給された方は、再度の請求はできません。

ご連絡・お問い合わせ先
独立行政法人平和祈念事業特別基金　事業部特別給付金認定担当

☎０５７０－０５９－２０４（ナビダイヤル）（ＩＰ電話、ＰＨＳからは０３－５８６０－２７４８）
受付時間　平日９：００～１８：００（土曜、日曜、祝日はご利用いただけません）



育大会開催体体
　９月１９日（月）、晴天の中、平成２３年度
奈半利中学校体育大会を開催しました。
　開会式の開会宣言では、実行委員長
の田中尚人君が「勝ち負けよ
り、大事なものを得ることので
きる体育大会にしましょう」と
宣言し、全校生徒が最後まで
全力を出し切り素晴らしい体
育大会を行うことができまし
た。
　ご来賓、保護者、地域の皆
様、早朝よりご来校くださり、ご
声援ありがとうございました。

知県新人野球大会　安芸地区大会　準優勝！！高高
　１０月１日（土）～２日（日）に高知県新人野球大会安芸地区大会に出場しまし
た。新チームになり間もない大会でしたが、日ごろの練習の成果を遺憾なく発
揮し、見事準優勝に輝きました。
　今大会では、優勝校１校だけ本大会への出場となっており、あと一歩のところ
で本大会出場を逃しましたが、決
勝で敗れた芸西中学校にリベン
ジすべく、日々の練習に取り組み
たいと思いますので、皆様応援を
よろしくお願いいたします。

10
 2
SUN

10
 1
SAT

１回戦　対羽根・吉良川中学校　　10－２　○（５回コールド）
２回戦　対馬路中学校　　　　　　６－１　○
準決勝　対安田・県立安芸中学校　３－２　○（７回サヨナラ）
決　勝　対芸西中学校　　　　　　２－３　●
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芸地区中学校駅伝競走大会　第５位入賞！！安安
　１１月５日（土）、安田町で、安芸地区中学校駅伝競走大会が開催
され、奈半利中学校から男子２チームが出場し、見事Aチームが５
位入賞しました。今大会での上位６チームが、１１月20日（日）に春
野で開催される高新中学駅伝競走大会に出場でき、最後まであ
きらめない感動的な走りを見せてくれました。
　Aチームは、１区から池田瑞樹、田中尚
人、前田充貴、細川凱良、森口拓弥、和田
圭人、Bチームは、山中海飛、小松智哉、前
田博哉、安岡孝平、松村澪斗、竹田佑貴と
両チーム共、日ごろの練習の成果をすべ

て出し切り、見事Aチームの５位入賞を決めました。中でも、田中尚人君は、圧倒的な走りを見
せ、９分１８秒と区間記録を３４秒も更新し、チームに貢献しました。
　当日は雨の中、保護者、地域の皆様応援ありがとうございました。また、高新中学校駅伝競
走大会に向けて練習に励んでいきたいと思いますので、引き続き応援をよろしくお願いいたし
ます。

11
 5

SAT
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４０回高知県吹奏楽祭
　　　　　敢闘賞受賞！！

第第
　１０月１０日（月）、高知市文化プラザかるぽーとにて、第
４０回高知県吹奏楽祭が開催され、奈半利中学校吹奏
楽部が、見事敢闘賞に輝きました。吹奏楽部は、少人数の

中、日ごろの練
習の成果を発
揮し、他校に引
けを取らない
演奏技術を評
価していただ
きました。保護
者、地域の皆
様応援ありが
とうございま
した。

化活動発表会開催文文
　１０月１６
日（日）、「心
を一つにし
て最高の文
活にする」
をスローガ
ンに文化活
動発表会を
開催しまし
た。こ の ス

ローガンを基に、１年生から３年生までそれぞれの思い
を込めた素晴らしい発表を行うことができました。ご
来賓、保護者、地域の皆様多数ご来場いただきありがと
うございました。

第６回　奈半利中学校　定期演奏会開催第第
　１０月３０日（日）、第６回奈半利中学校定期演奏会を開催しました。
　今年の吹奏楽部のメンバーは、３年生３人、２年生３人、１年生３人の
計９人と少人数の中、加領郷小学校やヘルシーケアなはりなどを訪問
し、出前演奏を行いながら
活動をしました。その中、
３年生はこの定期演奏会
で最後の演奏会、加領郷
小学校野町校長をはじ
め、奈半利中学校の卒業
生、田野町の吹奏楽部な

ど多くの方々にご協力いただき、盛大に定期演奏会が開催できました。
　この定期演奏会に携わった、先生、卒業生、保護者、地域の皆様、心か
らお礼申し上げます。３年生にとっては、とても思い出に残る一日とな
りました。

10
 30

SUN

芸地区中学校陸上大会出場！！安安
　１０月７日（金）に芸西村陸上競技場において、
安芸地区中学校陸上大会が開催されました。
　大会参加校１７校、参加選手３４１人の中、奈
半利中学校から女子３人、男子１４人総勢１７人
出場しました。その中、奈半利中陸上部の選手
たちは、普段の実力以上のものを発揮し、男子
総合では第４位、男女総合では第６位にくい込
みました。大会表彰者は、以下のとおりです。

10
 7

FRI

男子　・１年１００ｍ 第５位　武富祐希 ・２年１００ｍ 第２位　小松智哉
　　　・３年１００ｍ 第２位　前田充貴 ・第３位　五藤駿太
　　　・　　２００ｍ 第５位　小松智哉
　　　・　　８００ｍ 第１位　田中尚人 ・第３位　池田瑞樹
　　　・３年３０００ｍ 第１位　田中尚人 ・ベスト走幅跳 第２位　前田充貴
　　　・ジュニア走高跳 第４位　武富祐希 ・ベスト走高跳 第２位　五藤駿太
　　　・四種競技 第３位　門田憲和 ・第５位　安部克宏
　　　・４００ｍリレー 第２位　前田充貴・小松智哉・安部克宏・五藤駿太
女子　・１５００ｍ 第５位　山中美登里

　保護者、地域の皆様応援ありがとうございました。

だより中学校 だより
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